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表紙題字

表紙写真

前橋市教育委員会教育長早部寶一郎

神明宮の甲冑／江木の宝塔／＋一面観

世音像(日輪寺)／中啓・伝狩野山楽筆



l蕊

前橋は、歴史的価値の高い古墳が数多く残されており、東国文化発祥の地と

もいわれています。この地は、古代から現代に至るまでの間、群馬地域の中枢

として重要な役割を担ってきたため、先人の足跡は市内各地に残されており、

さまざまな文化遺産が今日に伝えられています。これら文化財は、前橋の歴史

を知る上で、そして私たちの生活をより豊かにする上で大一切であり、いつまで

も子孫に受け継いでいかなければならないものです。

本書は、市内に残る数々の文化財を訪ねて、先人を偲び、郷土の歴史と文化

を、市民各位にご理解いただくために刊行したもので、昭和63年の「前橋の文

化財」を増補改訂したものです。この10年の問、県指定文化財が３件、市指定

文化財が28件増え、現在、国。県。市の指定文化財-は169件をかぞえ、新たに登

録文化財も４件加わりました。

市民の皆様には、このように多くの重要な文化財を有する郷土前橋への誇り

と自信を持っていただき、併せて郷土への理解と愛情が一層深められることを

期待いたします。

本書が、市民の皆様はもとより多くの方々に利用され、前橋の文化財に対す

る関心と愛護の気持ちを高めていただく一助になれば幸いです。

刊行にあたり、文化財の所有者。管理者、文化財‐調査委員をはじめご協力く

ださった関係各位に、心より敬意と謝意を表する次第であります。

平成11年２月１日

前橋市教育委員会

教育長早吝Ｂ賢一郎
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凡例

1．本書は、前橋市内所在の国。県｡市指定文化財等170

件の写真を収録し、簡易な解説を加えたものです。

2．内容は、昭和63年12月１日発行の「前橋の文化財」

の増補改訂版とし、その後新たに指定。登録された文

化財を追加しました。

3．指定文化財の配列順は、種別ごとにまとめ、可能な

かぎり国。県。市の順、指定年月日１１頂を考慮して配列

しました。

4．目次掲載の名称は、指定名称と若干異なるものもあ

ります。指定名称については、指定文化財一覧表を参

照して下さい。

5．見出しの時代区分は、文部省検定済中学校教科書に

拠りました。

6．本書作成にあたって、指定文化財の所有者。管理者

等ご協力をいただいた方々の氏名は末尾に明記させて

いただきました。

7．執筆および編集は、前橋市教育委員会文化財保護課

で行いました。また、監修は前橋市文化財調査委員の

方々にお願いしました。

8．見出し例

肌在11m（所有者'宿定区分

ii:鰯雲ＩＭ－幽露…
，全長89.9ｍ、前方部幅61ｍ、高さ８ｍ、後円

,ji欝撫,噌鴎~7世紀初頭）
慨要．､践代巨今

読みかな

￣ 
そうしやふたごやまこふん

2、。（総社)二子山古墳
掲載番号 名称
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０ 
前橋市紋章

旧藩主松平氏の馬印の「輪貫」からとった

もので明治42年に制定された。

（外径と内径の比１：0.73）



Ｉ前橋の歴史と文化財概観へ歴
l1q 

r 

前橋市は関東平野の北西部にあたり、群馬県中心部よりやや南西に位置する。市の西側

を南北に流れる利根川により、市内は二分されるが、「水と緑と詩の町｣にふさわしい景観

を生み出している。

地形でみると、利根川の西は榛名山の東の裾野にあたり、市街地から南東の地域は標高

１００ｍ前後の平坦地で、前橋台地と呼ばれている。また、市の北西から南東に幅の広い低地

帯があるが、ここは旧利根川の流域にあたり、広瀬川低地と呼ばれている。広瀬川低地の

東は赤城山の南麓斜面にあたり、最北端は標高600ｍをこえる。

各地域とも今から約200万年前に始まった新生代第４紀に形成された堆積物が基盤岩盤

の上を厚くおおっている。赤城山南麓斜面は、洪積世のはじめから激しく火山活動した赤

城山の成層火砕岩層の上に関東ローム層が堆積し、開析によって形成された台地付近には

古くから集落が発達した。他の地域は、数百メートルの厚さをもつ扇状地堆積物の上を泥

流がおおう平坦地であり、とりわけ前橋台地は古代から近・現代にいたるまで群馬県の歴

史の中核として発展した。「岩神の飛石」（昭和町）はカルデラ形成前の赤城山の山頂付近

にあった岩塊が、火砕岩類の流れや前橋泥流の流れで現在の位置に至ったといわれる。

旧石器時代は、1946年の岩宿遺跡（新田郡笠懸町）の発見により、急速に調査が進み、

全国から旧石器の出土が見られるようになった。前橋市内でも近年旧石器の出土例が増え

ている。内堀遺跡（西大室町）出土の約２万８千年前の石器や柳久保遺跡群（荒口。荒子

町）出土の約２万３千年前のナイフ形石器、熊の穴Ⅱ遺跡（西大室町）出土の約２万２千

年前の石器などがその例である。内堀遺跡の旧石器は、長野県和田峠産の黒曜石を使うグ

ループと県内産の石材を使うグループに分けられる。また、柳久保遺跡群頭無遺跡や鳥取

福蔵寺遺跡(鳥取町)）出土の約１万３千年前の細石器は、遠くシベリア方面から伝播した

文化であると考えられ、この時代に大規模な文化交流のあったことがわかる。

約１万２千年前に最後の氷河期が終わると、日本列島は大陸から切り離され気候も徐々

に温暖となってきた。この頃に土器が出現し、その表面の文様から名付けられた縄文時代

が始まる。縄文時代は一般に狩猟、採集を中心にした生活の時代と言われ、小集落が中心

と考えられてきたが、三原田遺跡（赤城村)、三内丸山遺跡（青森県）のような大規模遺跡

も近年調査がなされ、従来とは異なる縄文時代観が生まれてきている。

市内では、端気遺跡群（端気町）や小島田八日市遺跡（小島田町)、徳丸仲田遺跡（徳丸

町）で縄文時代草創期や早期の土器が検出されている。特に徳丸仲田遺跡は従来このよう

な古い時期の遺跡はないと考えられていた地区であり、さらに古い時期の遺跡の発見が予

想される。前期になると、芳賀団地遺跡群（嶺。鳥取。勝沢。小坂子町)、川白田遺跡（小

坂子町）などで竪穴住居が発見され、この時期に赤城山南麓では遺跡の数が増えてくる。

中期になると、芳賀団地遺跡群など（小神明｡勝沢｡小坂子町)、荒砥二之堰遺跡（飯土井

町）で敷石住居や竪穴住居がみられる。後期゜晩期では小神明遺跡群（小神明町）や大道

遺跡（下大屋町）などで竪穴住居・配石墓などが発見されている。「土偶」（東京国立博物

館）はこの時期のものである。

紀元前３世紀ころ縄文時代から弥生時代に入り、本格的な農耕社会が誕生し、市内では

中期の小神明遺跡群（小神明町）や端気遺跡群（端気町）で竪穴住居や墓が発見されてい

る。清里庚申塚遺跡（上青梨子町）や北三木堂遺跡（今井町)、日高遺跡（高崎市)、吉野

ケ里遺跡（佐賀県）もこの時代である。清里庚申塚遺跡からは環濠集落が発見されている。

従来は水田耕作の東日本へのひろがりは弥生時代中期からと言われていたが、近年の調査

で、前期からかなりの早さで農耕文化が伝わったことがわかってきている。
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４世紀に入り、東毛の利根111流域に新しい東海系土器(石田川式土器)を伴う文化が入っ

てくる。新しい古墳時代の始まりである。このころ市内では｢八幡山古墳」（朝倉町)や｢前

橋天神山古墳」（広瀬町)が造られている。前橋天神山古墳には石田川式土器が並べられて

おり、この新しい土器をもたらした人々と古墳造りの係わりを示している。埋葬主体部の

粘土櫛からは、銅鏡５面、銅鍼30本などの武器なども発見され、国の重要文化財となって

いる。この時代利根川流域は開発が進み、「毛野国｣と呼ばれる－大勢力圏に成長して行く。

昭和１０年の調査によれば､群馬県内には古墳が8,423基あるとされている。これは全国有数

の数である。現在多くが消滅してしまったが､市内には国指定史跡８基と県指定史跡２基、

市指定史跡９基の古墳が残されている。

５世紀に入ると県内各地に古墳が造られて行く。「今井神社古墳」（今井町）もその－つ

である。こうした各地の古墳群の成立には、地域の豪族の存在がある。このころから６世

紀末にかけて特色のある人物埴輪。器材埴輪が県内では非常に多く造られ、各地の博物館

に展示されているものも多い。「埴輪。踊る男子像」（勝沢町）もその一例である。また、

市内でも調査で見つかる竪穴住居の跡や水田の跡が増加する。市内で遺跡の調査の指標に

なるものの－つが火山灰である。県内では、４世紀前半の浅間山より降下のＣ軽石、６世

紀初頭と中葉降下の榛名山ニツ岳が出来るときの噴火の火山灰や軽石であるＦＡとＦＰ、

1108年の浅間山より降下のＢ軽石などが、水田跡などより見つかり、遺跡の年代を判断す

る物差しになっている。

６世紀に入ると古墳に大きな変化が生まれる。横穴式石室への移行である。また、平野

部を中心として全長70から100ｍほどの前方後円墳が、距離をおいて造られている。「王山

古墳」（大渡町)、「前＝子古墳。中＝子古墳。後二子古墳。小＝子古墳」の大室４二子古墳

（東。西大室町)、「総社二子山古墳」（総社町)、「天川＝子山古墳」（文京町）などが、そ

れにあたる。これらの古墳の石室には、豪華な副葬品があり、「四神付飾土器」（中央公民

館展示）のような装飾器台を含めた土器。武具類が出土した前二子古墳にその一端をかい

ま見ることが出来る。また、これらの出土品や群馬県の古墳は、幕末から明治にかけて活

躍したイギリスの外交官アーネスト゜サトウにより、広く海外にも紹介されている。

７世紀に入ると､、総社古墳群を中心に大型の古墳が造られてくる。ここには、大型の方

墳が３基残されている。愛宕山古墳、「宝塔山古墳」。「蛇穴山古墳」（総社町）である。愛

宕山古墳には家形石棺があり、宝塔山古墳は裁石切組積石室に家形石棺があり、石室の壁

には漆喰が塗られていた。また、蛇穴山古墳の裁石切組積石室は、高い石材の加工技術で

造られている。このことから、この古墳の主は大和政権と密接に結びついた上毛野地方の

中心豪族と考えられる。

この総社古墳群の西にある古代寺院が山王廃寺である。県内でも最古の寺院で、７世紀

の中頃から後半にかけて創建され、１１世紀前後まで存続したといわれる。寺域からは、全

国で数少ない｢石製鴫尾｣、東西３ｍ南北2.5ｍの塔心礎を持つ「山王塔跡｣、全国で唯一の

「上野国山王廃寺塔心柱根巻石」（総社町)、塑像頭部、緑釉陶器などが見つかっている。

寺の正式名称については、調査で発見された瓦のへラ書きから「放光寺」であり、「山の上

碑」（高崎市)にある放光寺とみられる。また、先年の調査で大量の瓦と塑像片などが出土

した。塑像片からは大小の塑像群があることがわかった。

この山王廃寺を建立した豪族は、石造加工技術の共通性から、総社古墳群を造った豪族

ではないかと言われる。

山王廃寺の創建された頃の大化二年（646）に「改新の詔」が出され、新しい国造りが始

刃
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まった。公地公民制が実施され、国。郡・里の行政制度が設けられた。律令制度が整えら

れ、地方支配の拠点である国府の建設がすすめられた。東国では８世紀のはじめには建設

が始められたと言われる。また、荒子町の上西原遺跡からは、勢多郡衙とみられる跡が見

つかっており、行政制度が整備されてきたことがわかる。国府の所在地は、現在の元総社

町の総社神社を含む一帯と考えられているが、この一帯は中世の蒼海城の造成がなされ、

国府の明確な状況はわかっていない。近年の調査で、「国厨」「曹司」と書かれた墨書土器

や人形、斎串などか発見されており、この地区での所在がさらに明確になった。

現在の｢上野総社神社本殿」・「総社神社拝殿」（元総社町）は江戸時代に再建されたもの

であるが、元は西北約500ｍの地点にあり、平安時代に国司が上野国の神社549社を集めて

祀ったのがはじめである。

神社には「総社本上野国神名帳」（元総社町）があり、549社を１４郡別に記してある。ま

た、神社には安土｡桃山時代の「総社神社懸仏」が残り、「総社神社の社叢けやき」も指定

になっている。なお、「総社神社の筒粥置炭式｣は古代の信仰の形を伝えるものとして重要

である。

国府がその機能を発揮し始めた741年｢国分寺建立の詔｣が出され、上野国でも建設が進

められた。749年に上毛野朝臣足人が、国分寺建立に功績があったとして位を与えられてお

り、国分寺がほぼ建立がおわったようである。また、建立には地方豪族の力が必要だった

ことがわかる。「上野国分寺跡」（元総社町、群馬町）は、塔跡、金堂跡に礎石が残るのみ

であったが、発掘調査の結果をもとに、整備が進められている。

昭和56年に上泉町の檜峯遺跡から、奈良時代の「奈良三彩小壷」（中央公民館展示）が発

見された。緑、白、黄褐色の三色の釉が配色されており、畿内で焼成されたと思われ、中

央との文化のつながりを示す遺物である。

また、本町の八幡宮に保管されている「伯牙弾琴鏡」（本町）は、八幡宮境内の古墳から

出土したと言われる鏡で、琴の名人の伯牙の故事を題材とした文様が鋳出されている。

794年に、都が平安京に移され、時代の様相が変わってくる。800年に富士山の噴火があり、

806年に天台宗が公認される。天台宗の祖「最澄」は817年に上野国に下り、天台宗を広め

ている。また、818年には坂東諸国に大地震があり、各地に地割れがおこった。内堀遺跡(西

大室町）や中原遺跡群（上増田町）でもその地割れが発見されている。また、中原遺跡で

は大地震の際の洪水で埋まった水田が発見された。これは、条里制施行時に近い時期の水

田として、重要な遺跡である。

１０世紀に入ると律令体制は崩れはじめ、地方の武士団が力をつけてくる。935年に下総で

兵をあげた平将門が、939年に上野国府を襲っている。

芳賀東部団地での調査成果によれば､９世紀に入ると竪穴住居が８世紀に比べ急増する。

しかし、１０世紀の後半になると、竪穴住居の数は激減し、１１世紀にはさらに減少する。こ

の変化も、上野国の動乱に関係があると考えられる。

平安時代後期の不安な世相のなかで、現世利益の観音信仰の高まりにより「十一面観世

音像」（日輪寺町）や「無量寿寺十一面観音立像」（二之宮町）が造られている。また、こ

の時代の和風化の現れが「産泰神社八稜鏡」（下大屋町）である。

1108年浅間山が大噴火をおこし、大量の灰と砂（Ｂ軽石）を降らせた。県内の田畑は、

灰と砂に埋もれ、田の多くは放置されるか、士を盛って畑に変わり、放置された田畑は荒

れ地として再開発され、荘園となっていった。

また、荘園拡大のなかで、用水路として「女堀」（富田｡二之宮･飯土井町｡赤堀町など）

５ 

鶯



が計画され、工事が進んだ。未完成におわったものの、前橋市上泉町の旧利根川から引水

し、佐波郡東村西国定までの12kmをつなぐ壮大な計画であり、調査結果によれば、高い工

事技術がうかがわれる。

１２世紀以降、国司政治、律令体制は衰退し、県内の南や東に荘園が増え、そこを苗字と

する武士団が急成長する。平将門の乱を平定した藤原秀郷の流れをくむ兼行が淵名氏とし

て淵名に拠点をもち、淵名氏から大胡氏、大室氏、山上氏、那波氏、藤姓足利氏などがう

まれている。女堀は、女堀の起点。通過点。終末点に勢力をもっていた秀郷流藤原氏が総

力をあげて淵名荘への通水のため取り組んだものといえる。

このころ、さらに、神社。寺院の領有地である御厨が増え、国司支配の国衙領をせばめ

ていった。市内にも伊勢神宮の御厨の細井御厨や青柳御厨があった。

１２世紀後半、都での保元。平治の乱など、源平の武士による争乱が続くなか、1180年伊

豆で源頼朝が挙兵し、時代は大きくかわっていった。

当初、頼朝方に組みした上野国の武士は少なく、藤姓足利氏の足利忠綱は源頼政を宇治

川で破り、上野国府周辺の源氏方の集落を焼き払っている。また、上野国一円に一族の広

がる有力豪族の新田義重は「自立の志」を示していたが、1183年の下野国（栃木）野木宮

合戦で足利忠綱が破れ、上野の武士は頼朝の支配下に入る。しかし、当初の状況から幕府

内で重要な地位にはつけなかった。

上野国は安達盛長が国奉行人となり、以後安達氏が上野守護となった。安達氏が1285年

の霜月騒動で滅亡した後は、上野国は得宗領（北条氏本宗家領）となる。

このような、時代の大きな変化は宗教にも大きな影響を与えた。鎌倉新仏教が急速にそ

の勢力を広げ、貴族。武士。庶民に至る広い信者を得ていった。平安時代末からの末法思

想による極楽浄土を願う阿弥陀信仰の広がりは、仁治四年（1243）の銘のある類例の少な

い鉄造（頭部と手は青銅製）の「鉄造阿弥陀如来坐像」（端気町）を造立し、阿弥陀信仰が

普及し、「円満寺石造阿弥陀三尊坐像」（後閑町)、仏画が刻まれた「阿弥陀三尊画像板碑」

（公田町)、県内最古の在銘（仁治元年1240年）の「小島田の供養碑」（小島田町）などが

造立された。阿弥陀三尊画像板碑のある乗明院は、新田氏の氏寺長楽寺の末寺であり、寺

は周りに濠を巡らした環濠屋敷となっている。長楽寺は武士に広まった禅宗の一派臨済宗

の開祖栄西の弟子栄朝により建立された寺である。

このころ、浄土真宗を興した親鶯は常陸の国稲田を拠点に布教をしているが、弟子の成

然は親鶯が帰洛する際に関東での布教を命ぜられ、親鶯自作の寿像と九字名号、妙安寺の

寺号などを授かったという。成然の創建した妙安寺は、天正十八年に川越に入った酒井重

忠の母が親鷲木像に信仰をもったため川越に移り、さらに重忠が前橋に転封となると川越

から前橋に移った。寺には「唯信紗（伝親鶯筆)」。「唯信紗文意（伝成然筆)」（千代田町）

という貴重な鎌倉期の文書をはじめとする寺宝がある。

また、鎌倉時代の仏像として｢無量寿寺地蔵菩薩立像」（二之宮町)や二之宮赤城神社本

地仏と考えられる「慈照院千手観音坐像」（二之宮町)、長楽寺末寺円満寺の「円満寺薬師

如来坐像」（後閑町)、「鳥羽の大日如来及び笠塔婆」（鳥羽町）も残っている。

１３世紀後半、幕府は元冠（文永・弘安の役）を乗り切り、霜月騒動で有力御家人である

安達氏を滅ぼし、その専制支配を強めていった。その支配に対する不満は14世紀に入ると

増大し、朝廷の動きも活発化し、各地で倒幕の機運が高まってきた。

1333年に新田義貞が鎌倉を攻めて、北条氏を滅ぼすと、新田氏と足利氏の争いとなり、

足利氏が勝利して、上野国は守護に上杉憲房が任命され、長尾氏が守護代となる。
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長尾氏は総社・白井。鎌倉。越後の四家に別れ、関東管領の上杉氏にかわって実質的な

支配を行った。総社長尾氏は国府跡地である地に広大な蒼海城を築いた。

１５世紀に入ると幕府と鎌倉府とは決裂をみせ、永享の乱。結城合戦を経て享徳の合戦に

なり、上杉氏の領国体制は崩れてゆく。1561年、越後の長尾景虎は上杉の姓を譲り受け、

上杉政虎（謙信）として厩橋城を拠点として関東に進出し、上野国は激しい戦乱の時を迎
える。1566年、武田信玄は箕輪城を攻略し、厩橋の謙信と対立した。その後小田原北条氏

が厩橋城を落とし、上野国一帯に勢力を伸ばし、豊臣秀吉と対立をする。1590年に小田原
が落城すると、上野国の戦乱の時は終了する。

旧利根川が今の流路を通るようになったのは、天仁元年（1108）の噴火による洪水で流

路が南に移動し、今の広瀬川付近になり、応永三十四年（1427）の洪水を端緒とし、西に

移動して現在の位置になり後に広がったとみられる。

この時期を示す文化財としては、環濠の残る「＝宮赤城神社社地」（二之宮町)やその二

宮赤城神社にある舞楽面の｢納曽利面」（二之宮町)、徳蔵寺の「麻本著色両界曼茶羅１対」
と「徳蔵寺の懸仏３面」（元総社町）がある。また、「東福寺鰐ロ」は元は赤城山地蔵岳山

頂の地蔵堂にあった物で、赤城信仰を知ることが出来る。

二宮赤城神社は、「延喜式｣にある上野十二社のうちの大社三社のうちの一つで、中世に

は赤城信仰の中心をなしていたとみられる。また、境内には塔跡や江戸時代の「二宮赤城

神社梵鐘｣、「＝宮赤城神社絵馬」がある。梵鐘は三夜沢赤城神社との間の「二宮赤城神社

の御神幸」と呼ばれる行事の時に鳴らされる。絵馬は、大胡城主牧野氏が大坂夏の陣の際

に、戦勝を祈願して奉納したといわれる。

赤城山南麓には「赤城塔」と呼ばれる宝塔が多く見られる。南北朝から室町時代にかけ

て造られた物で、「＝宮赤城神社の宝塔」（二之宮町)、「山王の宝塔」（山王町)、「江木の宝

塔」（江木町)、「富田の宝塔」（富田町)、「大福寺の宝塔」（鳥羽町）などがある。

この他、この時期の宝塔としては、「東覚寺層塔」（総社町)、異型板碑の｢普蔵寺供養塔」

（東大室町)や｢宝禅寺異型板碑」（上泉町)、輪廻思想を表した｢光巌寺の石橦」（総社町)、

「亀里町阿内宿の石瞳」（亀里町）などがある。なかでも永和四年（1378）の銘のある「廃

覚動寺宝塔」（公田町）は見事である。

このような戦乱の時期に現世利益を求める民衆信仰の現れが、「石造観音菩薩坐像」（田

口町）や「稲荷新田の薬師」（稲荷新田町）であり、来世を託したのが「小島田の阿弥陀如

来坐像」（小島田町）や「石造地蔵菩薩坐像」（総社町）である。

1590年､徳川家康が関東に入ると厩橋城には平岩親吉を置き三万三千石を与えた。また、

蒼海城には諏訪氏が配置された。1601年関ヶ原の合戦の功Iこにより、秋元長朝が父景朝の

ゆかりの地である総社領七千石を受け、翌年総社城を築いた。また、越後への街道にそっ

て城下町を整備した。この地割りは今も残っている。この地は水利の便が悪く、領民が苦

しんでいたため、1604年城の用水確保を兼ねて天狗岩用水を開削した。この用水建設は難

事業で、大岩を取り除くのに山伏風の男が現れ岩を割り用水を通すことが出来たという。

この男が天狗に違いないといわれ、羽階大権現として祀り、用水もその名に由来する。総

社町の光巌寺は長朝が菩提寺として建立した寺で､境内にはのちに用水建設をたたえる｢力
田遺愛碑」（総社町)が地元の人々により建てられた。寺の東方の宝塔山古墳の上には｢秋

元氏歴代墓地」（総社町）がある。寺には秋元氏ゆかりの品が多く残されている。「光巌寺

の打敷.油単並びに幡」（総社町)は秋元氏奉納の打ち掛けなどを仕立てなおした物で、「石

山寺蒔絵机」。「三具足一具」・「輪ロ瓜形釜伝芦屋一口附極め書３通」（総社町)も秋元氏泰
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納の品である。さらに、「光巌寺薬医門」（総社町）も残されている。総社町の元景寺は、

長朝が父景朝の菩提を弔うために建立した寺で、「秋元氏墓地」（総社町）に父景朝ほか３
基の墓がある。

秋元氏は寛永十年甲州谷村に転封となり、総社領は安藤氏の領地になる。その安藤氏は

領民に重税を課し、総社騒動となり、江戸への越訴となるが、当時としては異例の農民側
の勝利となる。それには、旧領主の秋元氏の助力があったと言われる。

関ヶ原で家康が勝利した翌年の1601年川越藩主の酒井重忠が前橋藩主となり、酒井氏は

以後９代の忠恭まで藩主として活躍をする。紅雲町の龍海院は、酒井氏の菩提寺で「前橋
藩主酒井氏歴代墓地」（紅雲町)があり、初代重忠から15代の忠顕までの墓石がある。源英

寺には初代の「酒井重忠画像」（大手町）があるが、２代。４代の忠世、忠清は老中・大老

として創業期の幕政の中枢にあった。２代の忠世は城下町の整備を行い、城の出入り口の

柳原口に源英寺、石川ロに龍海院を配して非常時の拠点とした。また、城下町の外側に寺

を並べて防衛線とした。さらに、城下繁栄のため商人頭木嶋氏を置き市を開いた。特に

忠清は大老在任15年に及び、その権勢は江戸屋敷の位置から「下馬将軍」と呼ばれた。忠
清失脚後、子の忠挙は藩政に専念し、藩校「好古堂」を創設し、災害に備え社倉を制定す

るなど、名君と呼ばれ藩政に治績を残している。酒井氏の政務資料として「酒井家史料」

（大手町）が残されている。また、「八幡宮文書」（本町）には1571年の北条氏から1649年

の酒井忠情までの文書があり、前橋を支配した領主との関係がうかがえる。なお、八幡宮

文書や一谷山記録から、忠清の頃の慶安年中（1648-1651）ころに「厩橋」から「前橋」
にかわったと考えられる。

初代重忠の時、徳川家康は本願寺の勢力を押さえるために東本願寺を建立する。その折

りに妙安寺（千代田町）所有の親鶯自作の寿像を東本願寺にと要請があり、家康、重忠等

の仲介で像は1603年正月に本山御影堂に納めた。このときの恩賞として辻ヶ花染の「葵紋
幕付本多佐渡守正信奉書写」・「書跡。豊臣秀吉和歌短冊」などが妙安寺に与えられた。寺

には「－谷山記録」。「妙安寺筆録」等の資料や「後柏原天皇戻翰朗詠詩歌」などの書跡、

「絹本著色親鶯上人像」。｢絹本著色聖徳太子孝養像」。「絹本著色親鶯上人縁起絵伝」等の
絵画、「中啓。伝狩野山楽筆上「妙安寺の梵鐘」等の工芸品がある。

元和八年、出羽国の最上氏が所領没収され、家臣の本城氏が２代忠世に「最上衆」とし
て召し抱えられた。その「本城氏の墓」（紅雲町）が長昌寺に残る。

酒井家に代々家老としてつとめていたのが高須家である。特に５代の高須隼人は沼田領

内の再検地を行ったが、その検地は「お助け縄」として感謝されている。正幸寺に「高須
家墓地」（三河町）が残る。

１７世紀末、元禄期になると貨幣経済が発展し、諸藩は支出増加による財政危機に直面す

る。さらに飢饅や風水害、利根川の洪水による城の浸食は激しく、1749年酒井氏は姫路に

転封となった。転封に際して神明宮に寄付された「神明宮の甲冑（紺糸威三枚胴具足)」が
今に残されている。

1749年に姫路から入城した松平氏は、転封の多い大名で借財も多かった。前橋入城後も

宝暦の大洪水や明和の大火があり、在城19年で前橋城を放棄して1767年川越城に転封とな

り、その後100年間ほど分領として陣屋支配をうけることになった。

前橋城は慶応三年（1867）に再築されるが、その跡は県庁まわりの土塁と「前橋城車橋
門跡」（大手町)などに見ることかできる。車橋門は新旧同位置にある。この再築前橋城の
造りには、五稜郭に見られるような近代築城術の技法がみられる。

８ 



松平氏初代の直基により建立された孝顕寺には、「松平藩主画像」（朝日町）と松平氏が

その正系を継いでいる結城氏の「結城政勝画像」（朝日町）が残されている。

川越藩（前橋藩）に刀工藤枝英義がいた。作には「刀。銘英義｣、「短刀。銘英義｣、「薙

刀。銘英義」などがある。

前橋を治めた松平氏の様子は、元禄二年から明治二年まで記録された「典籍。前橋藩松

平家記録」があり、大手町の東照宮に納められた「前橋藩主松平家奉納能装束一式｣、「前

橋藩主松平家陣羽織｣、「前橋藩主松平家軍配」に見ることができる。

また、「前橋藩刑場跡供養塔ならびに道しるべ｣が天川大島町にあり、民衆の心を知るこ

とができる。日輪寺には初期絵馬の姿を伝える「日輪寺寛永の絵馬」があるが、馬が夜毎

に抜け出して田畑を荒らすので、手綱をつけたとの伝説がある。

当時、医師、学者として活躍したのが、石田玄圭で「石田玄圭の墓」は高井町に残る。

天明三年（1783）浅間山が大噴火を起こし、火砕流や土石流が吾妻川から利根川を流れ

下り、県内には灰が多量に降り積もった。これが引き金となり、冷害と凶作が起こった。

藩主のいなくなった前橋の町はさびれ、農村の疲弊もすすんだ。

江戸時代の中頃から、大都市江戸への商品供給の活動が活発になってきた。商品生産の

活動は、農村を貨幣経済に変え、農村を大きく変えていった。特に上州で盛んになったの

が生糸・絹織物生産である。その生産の中心となったのが農家の女性であり、働き者とし

ての「かかあ天下」の名前が生まれた。その養蚕農家の例が「旧関根家住宅」（西大室町）

で、赤城南麓に多い「赤城型民家」である。飯土井町にあったが、大室公園内に復原。公

開されている。

前橋藩でも有志による「永続金」という農村振興を目的とした貸付金制度が文政年間に

始まった。この制度は幕末まで続いたが、天保年間からの農村人口の増加や荒れ地解消に

効果があったという。「上泉郷蔵附上泉古文書」（上泉町）も年貢米の貯蔵やのちには飢饅

への備蓄に使われた。その様子は上泉古文書に詳しい。

江戸時代の前橋を描いたものには、「文政四年前橋町絵図」（文京町)、「文政四年天川原

村分間絵図」（文京町)、「享保十五年天川町絵図」（文京町）等がある。また、町のにぎわ

いは「前橋祇園祭礼絵巻」（大手町）２巻に表されている。

小相木町の大徳寺には､｢大徳寺総門｣と｢大徳寺多宝塔｣があり、いずれも正徳二年(1712）

の建立と奉納されたものである。この大徳寺は利根川の「実正の渡し」に近いところにあ

る。市内の利根川には橋がなく、渡船での渡しがあったが、例外が大渡にあった｢萬代橋」

である。安政五年に完成し、錦絵にもなったが、洪水で流出した。

下大屋町の産泰神社は古代にその創建がさかのぼるが、今の「産泰神社本殿。幣殿。拝

殿｡神門及び境内地（建造物)」は本殿が宝暦十三年（1763)、拝殿が文化九年（1812)、神

門が天保四年（1838）につくられたものである。この産泰神社は安産守護の神として信仰

され、かつては「産泰請」で関東一円から代参者が来ていた。

幕末、前橋藩は勤王か佐幕かその去就に迷っていた。その前橋藩の富津(千葉県）の陣

屋に江戸を脱走した佐幕派の一団が迫り、武器。食料を要求した。陣屋の総督であった家

老の小河原左官はやむなく陣屋をあけわたし、責任をとって自刃した。その「前橋藩家老

小河原左官の甲冑附旗差物（紺糸威二枚胴具足)」（荒牧町）が今に残る。

明治の前橋を支えたのは、幕末から盛んになった生糸貿易である。再築前橋城建設の資

金ともなり、貿易をしていた生糸商人はその財力で県庁誘致を成し遂げた。その中心人物

が初代市長の下村善太郎で、「下村善太郎の墓」（紅雲町）は龍海院に残る。

９ 

蕊



夢
また、製糸業の－大都市となった前橋には、明治四十五年に国立原蚕種製造所前橋支部

がおかれた。その建物「旧蚕糸試験場事務棟（前橋市蚕糸記念館)」（敷島町）は今敷島公
園内に移築されており、養蚕・製糸の資料が展示されている。前橋は日本で最初の器械製
糸が始まった地であり、製糸業が前橋の経済を支えてきた。

明治九年二次群馬県の初代県令として前橋市発展に貢献した人物が、揖取素彦である。
前橋への県庁決定、中学校。医学枝建設、文化財の調査。修理、生糸の輸出振興に功績が
あった。特に教育には力をいれ、全国を上回る就学率であった。その揖取素彦の退任にあ
たり、迎賓館として、有志と費用を出し合って造ったのが「臨江閣本館。茶室」（大手町）
である。また、隣の「臨江閣別館･渡廊下」（大手町）は明治四十三年の－府十四県連合共
進会の貴賓館として建てられたもので、今も市民に活用されている。

群馬県人は新しい文化技術の受け入れに積極的であるが､キリスト教も旱<に広まった。
「旧アメリカン゜ボード宣教師館」（小屋原町）はそれを示す建物である。また、群馬県は
教育先進県としても知られたが、その資料は教育資料館（岩神町）に展示されている。
大正デモクラシーの時代に前橋は近代詩に名をなした詩人が多く生まれた。萩原朔太

郎。萩原恭次郎・高橋元吉。平井晩村らで、その資料は千代田町の広瀬川沿いにある「前
橋文学館」に展示されている。

昭和二十年八月五日前橋は大空襲を受け、市内の大半が焼失した。戦後の昭和二十二年
のカスリン台風で前橋市は再び大きな被害を受けたが、その後着実に再生してきた。「前橋
競輪」もその大きな収益で市政に貢献してきた。市街地はその後区画整理や土地改良で整

備され、道路網の整備、住宅団地｡工業団地の整備、公園整備も進み、「水と緑と詩のまち」
にふさわしい福祉都市へと成長を続けている。市域もその後周辺の市町村を合併し現在の
市域となっている。また、広域圏での活動も盛んになってきている。

現在市内には、民俗文化財として神楽。獅子舞などが伝承されている。神楽には「総社
神社太々神楽」・「産泰神社太々神楽」。「片貝神社太々神楽」・「春日神社太々神楽｣があり、
獅子舞には「上泉の獅子舞」。「野良犬の獅子舞」・｢泉沢の獅子舞」と「駒形午頭天王の獅
子頭」が、その他として「下長磯あやつり式三番附人形３個」。「＝之宮の式三番盟附伝授
書」。「稲荷藤節」が、他に「泉沢の人形附小道具等一括」。「前橋鳶木遣り、纒振り、梯子
乗り」がある。

また、天然記念物として、「前橋高等学校のラクウショウル「西大室町公民館のオハツキ
イチョウ」がある。

文化財の中に、厳密な保存のための指定文化財の外に、ゆるやかに守り、活用を考えた
「登録有形文化財｣もある。市内では｢群馬県庁本庁舎」（大手町）・「群馬会館」（大手町）．
「前橋市水道資料館（１日浄水構場事務所)」（敷島町）・「前橋市浄水場配水塔」（敷島町)が
登録され、活用されている。

まもなく来る二十一世紀がどのような時代になるか、過去の歴史と文化財をもう一度見
つめ直すことが必要な時期になっているのではなかろうか。前橋を支えてきた歴史を示す
文化財の数々を頁をめくってご覧いただきたい。
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天然記念物Ｉ． 

岩神の飛石

わが国及び前橋市にとって自然を記念する動物。植物

及び地質鉱物で、価値の高いものを天然記念物として指

定しています。自然の力を物語る巨大な岩石である「岩

-こつ

の高いものを天

神の飛石」や植物では、珍しい現象がみられる ﾄﾞオハツ

キイチョウ」などがあります。
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1．天然記念物
qmlnHmll－，１１，詞ｮHmV1Wh1ITll',H1mmllumｈ埠珀｣比－

国指定天然記念物昭.13.12.14

昭和町三丁目29-11稲荷神社

周囲70ｍ、高さ9.6ｍ

いわがみとびいし

１．岩神の飛石

〈

一見いくつかの岩石を寄せ集め積み重ね
ひとかたまり

たように見える巨岩である力;､実は一塊の

石で､埋没部分を含めると周囲70ｍ､高さが

20ｍにも達するとみられる。

この巨岩（熔結凝灰岩）は、推定による

とカルデラ形成前の赤城火山の山頂付近に
かさいがんるい

あった岩塊が、大規模な火砕岩類の流ｵＬｌこ

のって、坂東橋付近に押し出され、いわゆ

る「流れ山」となっていたが、その後、「前
でし2りゅう

橋泥流」(こよって押し出さオし、現在の位置

に至ったものと考えられている。これは、

前橋の地形形成の歴史に大きくかかわって

いることであり、また、巨大な自然の力を

物語る神秘の岩である。

１３ 



1．天然記念物
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市指定天然記念物平５．４．１６

下沖町321-1県立前橋高等学校

樹高20ｍ、目通周3.0ｍ

まえばしこうとうがつこう

2。前橋高等学校のﾗｸｳｼｮｳ 脚
跡
醗
騨
醜
蝋
掛「
▲

ラクウショウは、北アメリカ
らくよう

大陸東南音K原産のスギ科の落葉
しんようじゅ

針葉樹であり、秋Iこなると枝と

葉が鳥の羽のように舞い落ちる

ことから「落羽松（ラクウショ

ウ)」と名づけられた。また、沼
せいそく いますざ

地Iと多く生息するため、沼杉と

もいう。

水沼製糸所を創設した星野長

太郎（黒保根村.出身）が、明治

26年(1893)、アメリカ大陸発見

400年記念大博覧会に入賞した

生糸の受賞式のために渡米した

際、持ち帰ったうちの1本とい

われる。

県内には３本現存することが

確認されており、そのうち前橋

高等学校のものは､明治30年頃、

紅雲町にあった旧前橋中学校の

校庭に植えられ、その後、明治

57年４月に現在の下沖町の校庭

に移植された。市内の樹木の中

でも巨木であり、伝来の由緒を

合わせて貴重である。

１４ 
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1．天然記念物
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市指定天然記念物平９．４．２１

元総社町2377総社神社

樹高15～30ｍ、目通り周3.5～6.0ｍ

そうＵゃじんじゃしやそう

総社神社の社叢けやき■
 

（叩く回叩）

筏

〈

総社神社は、永禄年間（1560
せんぐう

年頃）｜こ現在地に遷宮されたと

の社伝がある。
けいだぃ

境内地Iこ'ま、ケヤキやイチョ

ウをはじめ､100本以上の樹木が

茂っており、神社の森が良好に

保存されている。樹高も20～３０

ｍと高いため、遠くからでも望

むことができる。そのうち、特

に巨大なケヤキの木の６本が天

然記念物として指定されてい

る。これらの６本のうち、境内

中央の一番大きいケヤキの木
めどお

は、目通りの周力§６ｍもあり、
ごしんぼく

ﾈﾎ社の御ﾈ申木となっている。な

お、4900㎡の境内地が前橋市保

存樹木の樹林地第６号としても

指定されている。

1５ 

１．天然記念物Ｉ



1．天然記念物
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市指定天然記念物平10.410

西大室町1684西大室公民館

樹高25ｍ目通り周2.2ｍ

にしおおむろこうみんかん

4．西大室公民館のｵﾊﾂｷｲﾁｮｳ

> 

このイチョウは、西大室町公民館

に隣接して生育する、樹高25ｍ、幹

の周囲2.2ｍの雌株である｡オハツキ

とは「御葉付」のことで、実（ぎん

なん）がイチョウの葉の縁辺につく

奇態をしめすものである。これは、

現在では一般に見られない本来の形

質が、偶然に出現する遺伝子の「先

祖帰り」の現象であり、イチョウの

花が葉から変形したことを物語って

いる。この現象は、木全体ではなく、

一部の枝に出現しており、またそれ

が特色となっている。ぎんなんは葉

の前縁部につき、双方で栄養分を取

り合うため小ぶりである。

本県では、他にこのようなイチョ

ウは発見されておらず、国指定天然

記念物の水戸市のイチョウに次いで

関東地方で２例目であり、大昔のイ

チョウの形質を今に残す貴重な植物

である。

1６ 
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国指定史跡昭．２．４．８

総社町植野二子山368

全長89.9ｍ、前方部幅61ｍ､高さ８ｍ､後円

部径44ｍ、高さ７ｍ

古墳時代（６世紀末～７世紀初頭）

５(繍)竺宇|工|舌瓊Ｉ

蕊

江戸時代から出土遺物のすばらしさで注目されたこの

古墳は、二段に築造された前方後円墳である。墳丘表面
ふきいし しゅうぽり

lこは葺石がみられ、また、周堀も周囲の地割りからその
こんせき

痕跡力R認められる。
かくせんせき

埋葬主体部として、後円部Ｉこ切石ｶﾛｴした角閃石安山

岩をもちいた全長9.4ｍの横穴式石室(現状は天井石が崩

落している）がある。また、前方部にも自然石乱石積み

の全長8.76ｍの横穴式石室をもつ。

この古墳は、総社古墳群中最大の規模であり、墳丘に

構造を異にする２つの石室をもつ古墳として注目されて

いる。
げんしつ

※横穴式石室..…･石室の横に入口があり、遺体を安置する玄室
せんどう

とそれIこ通ずる羨道から成る。追葬が行われ

ることも多く、６世紀以後盛んに造られる。

１９ 
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国指定史跡昭．２，４．８

西大室町二子山2659他

全長93ｍ、前方部幅62ｍ、高さ12ｍ、後円部
径72ｍ、高さ13ｍ

古墳時代（６世紀前半）

まえふたどこふん

6.前二子古墳

冊

品
尹
乢
』

可
△

おおむろ

大室古墳群の中核をなす前方後円墳の一つで、周囲に

幅約20ｍの周堀､その外側に幅約２ｍの周堤が巡り、円筒

埴輪が配置されていた。後円部には、自然石積みの細長
せんどう

い横穴式石室があり、玄室と、そｵLに通ずる羨道部とは、
まぐさいし

楯石及び玄門により区画されている。石室全長'よ約14ｍ

あり、その長さは、本県の横穴式石室中屈指である。ま

た、石室の側壁には赤色塗彩の痕跡がみられる。
やり

明治11年|こ発掘され、鏡、馬具類、鎗や土器類など豊
ししんつきかざりどき

冨な畠Ｉ葬品が発見された。その中の四ﾈ申付飾土器（国認

定重要美術品）をはじめとする須恵器の一群は、関東地

方の古墳出土の須恵器としては古式のものとみられてい

る、

2０ 
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国指定史跡昭．２．４．８

束大室町五料1501他

全長107.5ｍ、前方部幅74ｍ、高さ10ｍ、後

円部径65ｍ、高さ10.5ｍ

古墳時代（６世紀中頃）

なかふたここふん

7。中二子古墳

蕊

前二子、後二子古墳の間にはさまれた二段築造の

大型前方後円墳で、周囲には二重の堀がめぐらされ

ている。堀は北と東側部分に良く旧状が残る。南側
ため

は溜池にﾎﾟﾘ用され水をたたえている。また、東から
ちゆうていたい

北側にかけては、内堀とﾀﾄ堀の問に中堤帯といわれ

るものが土手状に見られる。この堀を古墳の規模に

入れると全長200ｍ前後の大古墳になる。埋葬主体部

は未発掘とされ不明であるが、南北に隣接している

前二子、後二子の両古墳同様に横穴式石室であろう

と推定されている。埴輪片は墳丘西側の畑地に散布

が見られる。

中二子古墳は、前二子。後二子の両古墳とともに
かみつけぬの〈に かみつけぬ

上毛野国の名族上毛里予氏一族の墳墓であろうと推定

される、

2１ 
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国指定史跡昭．２．４．８

西大室町内堀2616-1他

全長76ｍ、前方部幅55ｍ、高さ９ｍ、後円部
径48ｍ、高さ９ｍ

古墳時代（６世紀後半～７世紀初頭）

うしろふたここふん

8．後二子古墳

■紗

中二子古墳の北側に前方部を西方に向けて位置する前

方後円墳である。赤城山南麓一帯に見られる低台地を利

用し、墳丘は二段に構築されている。周囲には堀がめぐ

らされていたが、現在ではほとんど埋まってしまってい

る。

埋葬主体部は、後円部の南南西方向に開口した横穴式
らんせきづ

石室で､左右壁石には、安山岩質の自然石を舌し石積みし、

奥壁。天井石には特に巨岩を用いている。石室は全長８

９ｍ、奥壁幅２６ｍ、玄室長4.8ｍで、高さは奥壁で約２ｍ

である。明治11年の発掘により、武具類、馬具類、須恵

器類などが発見されている。

７世紀に入り、次第に巨大化する横穴式石室の傾向を

見ることができる。なお、西側にある小古墳も国指定史

跡になっている。

2２ 



n．史跡

国指定史跡昭２．６．１４

文京町三丁目２６

全長104ｍ､前方部幅76ｍ､高さ9.5ｍ､後円

部径72ｍ、高さ11ｍ

古墳時代（６世紀後半）

“
壇ふたごやまこ

こ子山古
あまがわ

(天111）■
 

（叩汕】●叩）

望鱸
前橋市街地の南東、文京町から朝倉町にかけて、かつ

て大小の古墳が集中的に存在し「朝倉古墳群」とされて

いた。この古墳は、その古墳群中の代表的なものである。

墳丘は、全長にくらべて、後円部の径や前方部の幅が比

較的大きく、くびれの少ないずんぐりとした形である。
ふきいし

墳丘の表面Iこは､)||原石が多く認められ葺石とみられる。

また、周辺には埴輪片の散在もみられ埴輪配列の存在が

推定される。更に周堀もその痕跡を残している。

埋葬主体部は、学術的な発掘調査が行われていないた

め不明であるが、大規模な横穴式石室と推定される。こ
かみつけぬし あさくらのきみ

の古墳の地'よ､上毛野氏の－族とされる朝倉君の本拠地

と推定される。

２３ 
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国指定史跡昭.19.llo13

総社町総社1606

-辺の長さ５４ｍ、高さ11ｍ

古墳時代（７世紀末）

鴬
ほうとうざんこふん

１０。宝塔山古墳 轆
羅
濟
蕊
呵
鰯
鰯

十夢

この古墳は総社古墳群中にある大規模な

方墳である。墳丘上が総社藩主秋元氏歴代

墓地に利用され、その際、多少の改変がな

されている。墳丘の南側中復に横穴式石室
せんどうげんしっ

をもつ。この石室|ま、羨道、前室、玄室の

三部分からなる複室のもので全長124ｍを

かぞえる。壁。天井には、安山岩をきれい

に面取り加工した一切石が使われており、表
しっくい

面に漆喰を塗布した跡が見られる。玄室Iこ
いえがたせつ

は長さ2.3ｍ､幅1.3ｍ､高さＬ３３ｍの家形石
かん

棺がある。
ふた

石棺の蓋石の側面には、方形の縄桂}突起

を造り出し、身部には、仏教文化の影響と
こうざま

みられる格狭間の手法力】みられる。

層下匝 劃

玄＝

T国jfL亡こき：
宝塔山古墳の石宰

2４ 
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１ 

国指定史跡昭.24.7.13

朝倉町四丁目９－３他

全長130ｍ、前方部幅59ｍ、高さ８ｍ、後方

部幅72ｍ、高さ12ｍ

古墳時代（４世紀後半）

はちまんやまこふん

１１．八幡山古墳

蕊」

＝ 

■Ｕ公●

刊呑■b

斑却竜曽亨

やｕＰ

轡，職|騨灘川繍,ヅⅧlllliiliY ﾛ呼汀

:H$（ 

この古墳は高い山と低い山が二つ連なった形をしてい
ふんきゅう

るが、墳丘の平面形'よ、四角形に台形の上底を接合した

ような形の前方後方墳である。周堀は、深さ50cm前後の

浅いもので後円部の周囲で幅30ｍ前後に認められた。こ

の周堀を含めると、古墳の大きさは実に南北180ｍ、東西

125ｍにもなる。

埋葬主体部は未調査であるが、後方部の墳頂部近くに

玉石敷きがあり、一部に粘土の詰めてある部分も認めら
れきかく

れたという。おそらく礫椋【等の竪穴系の埋葬施設が設け

られていたものであろう。

東国、最大の前方後方墳として注目されている。

2５ 



国指定史跡昭.49.12.23

総社町総社1587-2

-辺の長さ39ｍ、高さ５ｍ

古墳時代（８世紀初頭）

騨
繊
熟
議
辮
鍵
灘
鍵

Ｕやけつざんこふん

１２.蛇穴山古墳
鶴

■夢

１
Ｊ
 

この古墳は、総社小学校校庭の南東に接して

所在する。以前は、円墳とされていたが、昭和

50年の発掘調査により、一辺39ｍ前後の方墳と

判明した。高さは、現状で５ｍ､墳丘の周囲には

幅12ｍ前後とされる周堀がめぐらされていた。

埋葬主体部は羨道部のない横穴式石室で、天

井。奥壁。左右壁ともきれいに面取り加工され

た一石の輝石安山岩で組み立てられており、し
しっくい

ｶｭも壁面には､漆喰塗布の痕跡をとどめている。

玄門は、奥幅90cm、前幅80cmである。

八世紀初頭に構築されたと推定されるこの古

墳は、石材加工技術のすばらしさの中に仏教文

化の影響が強く感じられる。

葱影
Ｙ
ｕ

｛
至

一玄

￣ 

０２m 
酵臨＝磨三＝－１

、～

、●,

↑ 蛇穴山古墳の石室と前庭

2６ 



ｎ.史跡

県指定史跡昭.45.12,22

広瀬町一丁目２７－７

全長129ｍ、前方部幅68ｍ、高さ７ｍ、後円

部径75ｍ、高さ９ｍ

古墳時代（４世紀後半）

まえばしてんじんやまこふん

１３.前橋天神山古墳

鑓■

粘土柳

広瀬団地内に後円部の中心部分のみを残す

前橋天神山古墳は、もとは大前方後円墳で

あった。墳丘の規模は全長129ｍにも達し、後

円部の表面は三段に構築され、頂上部は石敷
ていぶせんこう

となっており底部穿孔の壺形土器等が四日列さ

れていた。東日本最古の前方後円墳とされる

この古墳には周堀や葺石の跡も確認された。

主体となる埋葬施設は、後円部石敷面下の
ぽこうねんど

墓擴の底部をさらに掘り込んで造られた】沽土
かく わりたけ

榔で､長さ7.8ｍ､liI畠1.2ｍ前後の巨大な害Ｉ竹形
もつかんひふく か<ない

木棺を被覆したものと判明した。その椋|I内よ

り、銅鏡５面、銅鍼30本、鉄剣などの武具、
おの ぽうすい

斧、ヤリガンナなどの生産用具、石製の紡錘
しや はじきかん

車、顔料の入った土師器it｢など百数十点にの

ぼる遺物が発見された。なお、これらの遺物

は現在文化庁の所有となり重要文化財に指定

されている。

ＩＭＩ 

三角縁神獣鏡

2７ 
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県指定史跡平９．３．２８

西大室町８１３－２，８８５－３，４

墳丘径36ｍ高さ３ｍ

古墳時代（７世紀末）

あらとふじゃまこふん

１４.荒砥富士山古墳

夢

この古墳は、周囲に幅約２ｍの堀をめぐらし
ふんきゅうかわら

た円墳で､墳丘|土４段に構築され斜面には河原
ふきいし

石を用いた葺石ｶﾖ認められる。
まいそう

埋葬施設は、南南東Iと開口する全長６ｍほど
｝〕ようそでがたよこあなしきせきしつせんどうげんしつてんじょう

の両袖型横穴式石室で､羨道､玄室ともに天井

石が残存し、保存状況は極めて良好である。石
ぜんてい

室の前庭は、その平面形ｶﾖ台形状に広がり、正

面及び両側面は扁平な河原石を積み上げ精巧な

構造となっている。
げんもんせんどうとびらいし

石室の玄門部と羨道部|とは扉石が確認され、

石室開閉の構造を示す具体的事例として注目さ

れる。赤城山南麓の終末期を代表する古墳の一

つとして貴重である。

2８ 
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市指定史跡昭.45.2.10

上泉町新田塚2694-2

直径30ｍ、高さ4.5ｍ

古墳時代（７世紀）

１こつたづかこふん

]5。新田塚古墳

赤城山南麓の標高140ｍのと

ころに所在する新田塚古墳は、

直径約30ｍ､高さが４５ｍあり、

桂萱。芳賀地区で最大級の円墳

の一つである。墳丘は、比較的

原形を良くとどめており、北東

部には周堀の跡が明確にみられ

る。古墳周辺に埴輪の破片等は

見られず、埴輪の配列はなかっ

たものと推定されている。

埋葬主体部は未発掘とされて

いるが、横穴式石室の存在が推

定されており、七世紀代の構築

であろうと考えられている。

蕊

きょうづかこふん

１６。経塚古墳
市指定史跡昭48.9.24

束善町経塚乙737

直径30ｍ、高さ3.2ｍ

古墳時代（７世紀）

繍
灘
驚
鱗
騨
繍
織
蕊
鵜
轤
鍵
錬
憾
鱗

この古墳は、広瀬川右岸、前

橋市の東南端に位置し、墳丘は

円形を呈しており、現状で、径

約30ｍ、高さ3.2ｍの小円墳で

ある。墳丘上には、川原石が多
ふき

数認めらｵL、葺石で墳丘上ｶﾖ覆ｉ

われていたことがわかる。墳丘

の北側は、比較的良く原形を保

ちその平面形は、きれいな円を

描いている。

「上毛古墳綜覧』には、周堀

があったと記されているが、調

査がなされていないため、その

形状｡規模は不明である。また、

埴輪の有無。横穴式石室と思わ

れる主体部の様子等は明らかで

ない。

２９ 



￣斑 イ…｢軸ﾊｫザ}平Ｗ､計.'ﾖｰｰ.常L③､HTw｡~'1『.,w･ｎｌ 

ＷＷｉルバ`パヤ＃へｈｍｍ卵…
１.’〃

Ｌいい瞥MIM蝿Ⅲ,.,mｉ!\↓1mⅢ.Ｉ

＝ｕｉ閂巴凋写~霧-.,弔

慰‘｢ｗｊＷ,ｉｂ『&,ｉｐｌｌ蕊需,~!'鈩押腓ｈ,i’

nMMi沖，ハル}蝿;$魁ｘｗＪ１レイⅡ,,ＩＦ璋
1Ul 

Fll 

鰯市指定史跡昭.４８９２４

攪勝沢町420
i;iii全長35m､前方部幅13m､高さ25m､後円
關部径１８m､高さ3.5ｍ
蝋古墳時代（６世紀後半）

づかこふん

１７.オフ､塚古墳

ｌのる

この古墳は、赤城山南麓の緩やかな|頃斜

地に位置する前方後円墳である。前方後円

墳としては小規模であるが、後円部に比較

して前方部が低く、古い形をとどめている。
めいりょう

周堀の規模。形状'よ明瞭でない。

埋葬主体部は、後円部に南南西に開口し

た自然石積の横穴式石室がある。石室は、

長さ５ｍ、幅1.5ｍで、幅に対する長さの比

が3.3で､横穴式石室としては古いものと考

えられている。発掘調査の際、石室からは
えんとうはにわ

副葬品の一部が、また墳丘から'よ円筒埴輪
れつけいしようはにわれつ

列、形象埴輪ｱﾘなどが発見されている。

沙

脇

…
…
 

市指定史跡昭.54.3.26

山王町一丁目２８－３

復元長約60ｍ、後円部径約40ｍ、高さ6.5ｍ
古墳時代（６世紀前半）

かめつ゛かやまこふん

18。亀塚山古墳

上IU

この古墳の墳形は、円墳状の
だん

主部に低く細長い方形の壇状音旧

を取り付けたもので、その形が
ほたてがい

帆立貝lこ似ていることから､帆立

貝式古墳と言われている。しか

し、「亀｣の形を思わせるものが

あるので、この地では古くから

この古墳を亀塚と呼んできた。
じようもうこふんそうらん

「上毛古墳綜覧」Ｉこよれば、
ふきいし

周堀と葺石が確認さｵL、すでに

発掘されたとされている。

３０ 
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市指定史跡昭５６．４．２７

今井町818今井神社

全長71ｍ、前方部幅50ｍ、高さ７ｍ､後円部

径44ｍ、高さ７ｍ

古墳時代（５世紀後半）

いまいじんじゃこふん

19．今井神社古墳

1Ⅱ 

■電

今井神社古墳は、荒砥川の東岸の河崖上縁

にある前方後円墳である。周辺は昭和10年の

調査では本墳を中心として、１５基の古墳群が
さくへぃ

形成されていたが、現在|よその殆どが、肖ﾘ平

されている。墳丘上に神社社殿が築かれてい

るためやや変形されているものの、ほぼ原形

を保っている。昭和55年に発掘調査され、前

方部前幅は、後円部径よりも大きいことが明

らかとなった。また、周囲には周堀も確認さ

れた。

埋葬主体部は、竪穴式石室で、現在墳頂部
ふた

Iこは縄掛突起を持った石棺の蓋石が、現存し

ている。墳丘上には埴輪の配列が確認されて

おり、５世紀後半の築造と考えられる。

3１ 
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市指定史跡昭.５８４．２５

田ロ町字千手堂５８２－８．１０

直径14ｍ、高さ３ｍ（北側2.6ｍ)、石室長5.9
ｍ 

古墳時代（７世糸己初頭）

しおばらづかこふん

20・塩原塚古墳

「
△

この古墳は、昭和10年古墳の県下一斉調査にもれ

た名称もない－小円墳であった。しかし、昭和29年
かくせんせきけずりいし

の発掘調査によって角閃石安111岩肖U石積みの横穴

式石室が確認さ北副葬品も数多く発見されたので、

土地所有者の名をとって塩原塚古墳と名付けられ

た。
ふきいし

葺石は､(頃斜面のみに認められる｡墳丘の頂上部Iこ

はなく、平坦化されている。埴輪は見あたらない。
せんどうげんしつ

石室l土横穴式で、羨道と玄室で構成され、玄門は

認められない。石室の壁石は、榛名山ニツ岳形成時
けずりいしきりいし

噴出の角閃石安山岩の肖U石及び戴石で積まｵしてお

り現在、利根川流域で発見されている角閃石安山岩

使用古墳のうち最上流に位置する。

3２ 
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雫市指定史跡昭.59.3.12

大渡町一丁目６－１

１全長75.6ｍ、前方部幅63.1ｍ、高さ3.9ｍ、

後円部径50ｍ、高さ4.5ｍ

ﾑ：古墳時代（６世紀中頃）

おうやまこふん

2]・王山古墳

慰■

玉山古墳は、中央大橋西側の利根川右

岸に位置し、古い様相の横穴式石室を埋

葬主体部とする前方後円墳である。石室

は、後円部にあり、全長16.37ｍ、玄室奥

１幅16ｍで､奥に長く幅のせまいものであ

る。

この古墳は六世紀中頃の築造で、当初

は円墳としてつくられ、後に前方部が付

設されて前方後円墳になったものであ

る。なお、後円部は石だけでつくられた
つみいしづか

「積石塚」とし)われるもので、朝鮮半島

の古墳文化の影響を受けていると考えら

れる。

昭和47.49年度に発掘調査がなされた

が、その後､墳丘に約１ｍの盛土をし、公

園として保存整備されている。

｡。
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了市指定史跡昭.６１．６．６

山王町一丁目１３－３

全長52.25ｍ、前方部幅42ｍ、

円部径32.3ｍ、高さ４ｍ

二古墳時代（６世紀後半）

きんかんづ゛かこふん

22．金冠塚古墳 高さ３ｍ、後

夢

広瀬川右岸、山王町に位置する前方後

円墳で、周りには堀跡も認められた。石

室は、横穴式石室で、後円部の南西方向
かくせんせき

に開口し、角閃石安山岩･を五面に尚りった

石を用いている。玄室は、長さ３６４ｍ､幅
ばていうらご

2.64ｍで、河原石を使った,馬蹄形の突込

めにより包み込まれている。
しらぎ

出土遺物は､新羅の古墳出土の金冠|こ
こんどうせいかんむり

類似した立花形の金&同製冠（天冠)を'よ
力hぶと

じめ、大帯、甲、刀、槍、土師器、須恵
しらざ

器などがあり、新羅文化の影響を物語っ
けいしようえんとう

ている。その他、形象埴輪．Ｈ筒埴Ⅱi命な

ども多数発見されている。昭和56年に発

掘調査を、５７年に盛土復元をし、全llhiに

芝を植える保存整備が実施された。

1J.b( 

金銅製冠

3４ 



11．史跡

市指定史跡平９．４．２１

文京町三丁目151-6

全長545ｍ、前方部幅35ｍ、高さ６ｍ

後円部径31.5ｍ、高さ７ｍ

古墳時代（６世紀末）

ふじやまこふん

23.不二山古墳

霞

いわゆる朝倉古墳群の北端に位置する前
ふんきゅう

方後円墳で､墳丘の北及び西側の一部は尚リ
かろ

られている力§辛うじて原形を保っている。
よこあなしきせきしつ

後円部南側には、カコって横穴式石室が開口

していたが、現在は閉じられている。
りょうそで かくせんせきあんざん

石室は両袖型で、五面肖りりの角閃石安山
がん ごのめづ ふく

岩を用いて互目積みIと構築されている。副
そうひん とうぐつ ぜんぽう

装品は既Iと盗掘されていたためその全貌は
かんむり ちよ〈とうやりてつ

明らかでないが、冠を}まじめ直刀、槍、鉄
ぞ〈みみわたま

鎌、耳環、玉などｶﾖあり、その優秀さが注

目される。

史跡天川二子山古墳と共に朝倉古墳群を

代表する古墳の一つとして重要である。

３５ 
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国指定史跡大.15.10.20

元総社町小見1650他、群馬郡群馬町東国分

寺域約二町（約216ｍ）四方

奈良時代

こうすけこくぶんＵあと

24.上野国分寺跡

''w“Yw仲１N,'MwMMlilMIlILlIltHU Lh1 

,1Ｌ'･H1`lITuI， 

岬
１１ 

､詮 ｌロ

T-■ 

21」
←やﾛーヨ

蕊 凸

蟻
臘
I錘Ｌ

鶴

聖武天皇は、天平13年（741）に各国に鎮護国家の
みことのり

為に国分寺を造らせた。上野国分寺も、その詔lこよ

り上野国の中心、国府の近くのまほろばの地に建立

された。その後律令政治の衰退と共に寺の維持管理

が困難となり、寺は荒廃を始めた。現在は塔跡、金

堂跡に礎石が残り、布目瓦の散布が認められるだけ

となった。

この寺は、寺域が約方二町であると言われていた
がらん

が、Ｈ召禾ﾛ４４．４５年と55年からの発掘調査により伽藍

としての金堂、塔、南大門などの位置・形状が明ら

かになった。また、文字の記された瓦も多数出土し

たことにより、この寺が上野国内各地の豪族の協力

により建立されたことも判明した。

3６ 
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25.山王塔跡 -
V
し
・
司
寸南m

 

今

J西東

ま

市

守

J

4
司
l

冷
肉

市
中

n
t

↓
吟
川

、十】

q

，ι4
4
J

，
 

対

中

3

f
蓄aTa
 

昭

ω
m

d
・
マ
f

qt
'
i
 

跡

社

方

史

総
定

町

壕

指

社

基

国

総
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2.5m、厚さ1.5m

古境時代 (白鳳時代)

‘ 

大正10年、 総社町山王の日枝神社境内の松の根かたで、 偶然
あな

大きな礎石が発見された。石の表面に、径65cmの柱受けの孔を
しやり こう

もち、その内部に、径27cm、深さ30cmの舎利孔をも つみごとな

「塔中心礎石」である。また、昭和54年の発掘調査により、塔

の基壇の一辺の長さが17mと推定された。その際屋根からずり

落ちたとみられる状態で多数の瓦も出土した。

山王塔跡近くからは、 根巻石や石製鴎尾が発見されており 、
まれ

全国的にも稀にみる豪壮、華麗な古代寺院があったことが立証

されている。その名は、 地名にちなんで「山王廃寺j と言われ

てきたが、 現在では、「放光寺」 とへラ描きされた文字五が出土

したことにより、高崎市の山上碑にある「放光寺Jとし寸寺名
の寺であったとも考え られている。

37 
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国指定史跡昭.58.10.27

富田町、荒子町、＝之宮町、東大室町、西大

室町、飯土井町、佐波郡赤堀町

長さ12km、底幅約12～20ｍ、深さ３～５ｍ

平安時代末期

おんな ぼり

26。女堀 頓T

賊
佗

Ｆｦ罰!⑰

`;i;； 

夢

女堀は､赤城山南麓に前橋から佐波郡東村西国定まで、

堀と堤を連続的に残している長大な農業用水路とみられ
る遺構である。

この女堀については、諸説があるが、位置及び文献研

究から平安時代末期に、平将門の乱を平定した藤原秀郷
ふちな

を祖とする淵名氏が淵名荘（|曰佐位君U全域）の開発を目

的として掘削したという説が有力である。工法的には、
こまわり

上。中・下三段の掘肖Ｉ方法がとられ、「小間害Ｉ」とﾛ平ばれ

る土工単位が使われた。両側の堤は堀の中より排土した

土である。第二次大戦中に完成した大正用水も同じ方法

で掘られ、当時の土木技術水準の高さがうかがわれる。

女堀は、莫大な労働力が投入され掘削されたが、未完成

に終った。

3８ 
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県指定史跡昭.25.6.16

総社町総社1607光巌寺

高さ１ｍ68ｃｍ

江戸時代

りよくてんいあいのひ

27．力田i壹愛碑

麺

けいちよう

慶長６年（1601)総社藩主と

なった秋元長朝は、農業を盛ん

にしようとした。しかし、領内

は水利が悪く、荒地が多かった。

そこで、領主・領民一体となっ

て、利根川から水を引くことに

した。慶長９年（1604）用水の

開削は成功し、農民は、経済的

に恵まれるようになった。その

後､秋元氏は、総社の地を離れ、
かいの〈にやむら

甲斐国谷ﾎｫ（現山梨県）へ移っ

た。しかし、その'恩恵を受けた

百姓等は、長朝の事績を永久に
あんえぃ

言己念するために安永５年(1776）
Dよくでんいあいのひたつとあいのこ

ブフ田遺愛碑(田Iこ力めて愛を遣
ひ

せし碑）を建てたのである。江

戸の著名な書家沢田東江による
ひぶん

碑文の最後に、ひかえめに害カユ
ひや<しようちたてる

れた「百姓等建」の４文字lこ

は、年代を超えた領主と領民の

温かい人間関係がにじみ出てい

る。

3９ 
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県指定史跡昭.２６４．２４

高井町一丁目34-12

高さ１ｍ80ｃｍ

江戸時代

いしだげんけいはか

28．石田玄圭の墓
1 

K, 
'Mid 

lll 
n Ｖ儀

呼

可IHTfm二曲

霧

石田玄圭は、医者として多く

の人々に尽くしたばかりでな
れきが〈

<、天文゜暦学・数学者として

弟子の養成につとめ、江戸文化
らんじゆくき

燗熟期の華を群馬の地Ｉこ咲か

せた人である。玄圭は、佐位郡

（現佐波郡の東部）に生まれ、

群馬郡高井村（現高井町）に移

り、文化14年（1817）没した。
せいけい

青年時代、江戸の医者ニオ甫青溪

に入門し、また数学は、江戸の
ていし

藤田貞資Iこ教授を受け、関流五

伝の免許を伝授され、さらに、

「暦学小成」等を著している。

総社町から榛東村へ向かう県

道新井前橋線の南に、立ち並ぶ

工場群から離れて、静寂な墓地

が画されている。その墓地の西

端に「斑亭一惠居士」と刻され

た墓石がある。これが石田玄圭

（初代）の墓である。

4０ 



-h 

)nパハ職齢w‘史、け跡Ⅱ；,1,-J，FJKp'｣｡Ⅲ｡,I。｡,L’

蠅鬮ｗﾙﾉＩ州'Ｗ,!)ｉＷＡＷ“，'（、l1lllsD｣Ub 
ll 

LlH』

県指定史跡昭２６．６１９

上泉町宿1168-1

間ロ144ｍ（８間)、奥行5.4ｍ（３間）
江戸時代

かみいずみこうぐらつけたりかみいずみこもんＵよ

上泉郷蔵附上泉古文書■
 

（Ⅱ】Ⅶ）

（Ⅱ四声Ⅱ」
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かわらぶきあらかく かんせい

この郷蔵は、瓦葺荒壁塗りの土蔵で、寛政

８年（1796）の創建である。江戸時代、郷蔵

は、年貢米徴収及び一時的保管のために建て

られたが、天明の大飢饅以後備荒貯穀のため

の倉庫的な性格が強くなった。明治以降は、

他に利用され、本来の姿を失うものが多かっ

たが、上泉郷蔵は、本来の目的を貫き、明治

42年（1909）まで存続した。このため、関係

古文書も豊富に残され、現在、その古文書は、

新築された収蔵庫に保存されている。この郷

蔵の厚い荒々しい土壁には、当時の農民たち

の尊い汗がぬり込められている。

なお、県内に現存する郷蔵は、この他に山

田郡大間々町桐原、利根郡片品村花咲などの

ものがある。

4１ 



n．史跡

市指定史跡昭.39.12.22

紅雲町＝丁目８－１５龍海院

墓石18基（内２基は伊勢崎藩主の墓）

江戸時代

まえばしはんしゅさかいしれぎだいぼち

30・前橋藩主酒井氏歴代墓地

詮

龍海院境内の南西隅に酒井氏歴代墓地がある。こ

の墓地には、南北方向に大きな墓石が２列に並んで

いる。西側に初代重忠夫妻の墓をはじめ９基、東側
ただきよた潜てる

に７基、他に２基ある。４代忠清ｶｺら15代忠顕まで

の墓石は同形同寸で広さ約40ｍ?、高さ80cmほどの石
さくとびら

造壇の上に建てられている。周囲lこは、石柵、石扉
とうろう

がめぐらされ、手前lこは、燈籠と手洗い盤が置かｵＬ
ただよ ただゆき

ている。２代忠世、３代忠↑丁の墓地も同規模で三河

様式の墓石をもちい、酒井氏の権勢がしのばれる立

派なものである。江戸時代の前橋藩主は、酒井、松

平の２氏であるが、歴代墓地が前橋に残っているの

は、酒井氏だけである。酒井氏は、初代重忠から９
ただｆみ

代忠恭に至る糸勺150年間藩主を歴任し､前橋と深く結

びついていたのである。

4２ 
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市指定史跡昭.39.12.22

大手町二丁目５－３

基台前幅4.25ｍ、奥行7.7ｍ、

台の間隔約10.9ｍ

江戸時代

まえばしじようくるまばしもんあと

前橋城車橋P引跡

鵜
」
稔
噸
籍
緑
”
一
宇
γ
獄
繍

■
 

酉
■
Ⅱ
■
■
曰

（叩、『、）

高さ1.4ｍ､基

蝋■

しげただ なんじ

酒井重忠が前橋藩主1こなった時、家康は「汝に関東の
はな まやはし

華をとらす」といったという厩橋(前橋)城'よ、宇都宮。
おし

)Ⅱ越・忍（行田）の城と並んで関東の４平城の一つとさ

れ、特に、幕府にとっては北関東のおさえの城として重

要であった。

車橋門は、前橋城の外曲輪（土居曲輪）と加内（金井）

曲輪を結ぶ大手筋にあって、数ある城門の中で、特に、
なおやすやわ

重要な門の一つであった。「直泰夜言舌｣によると、初めは、
かぶきもん

２本の柱の上に１本の横木をのせた冠木門であったｶｮ、
ただきよ

忠清（４代）の時、通路をlよさんだ２つの石積み基台の
わたりやぐら

上に渡櫓をのせた渡櫓門lこ改められた。今に残る絵図

に、その威容がしのばれる。前橋城は現在、県庁北側の

士塁、児童勝園地の空堀とこの車橋門跡だけが、当時の

面影を伝えている。

なお、昭和63年には建築工事に際し、車橋門前の堀の

石垣が発見された。

聿橋門前の堀の石垣

4３ 
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蟻 市指定史跡昭49.8.26

紅雲町二丁目８－１５龍海院
高さ１ｍ85ｃｍ

明治時代

しもむらぜんたろう|まか

32・下村善太郎の薑 鮎
・
騨
罪
ｉ
“
、

、
円

影

市内紅雲町、曹洞宗の名刹龍

海院に初代前橋市長下村善太郎

の墓がある。

下村善太郎は、明治の初め前

橋市の発展の基礎を築いた生糸

商人である。善太郎は、文政１０

年（1827）本町の小間物商の家

に生まれ、１７歳で結婚したが、

事業に失敗し、２４歳で八王子へ

移った。安政６年（1859）横浜

開港を機に商才を発揮し、生糸

輸出で大成功をおさめた。文久
み

３年(1863)帰郷し、生糸商｢三
よぜん

好善」を開く。その後は、＃上丼

小学校、師範学校設立、利根橋

架橋、臨江閣建設等々前橋の発

展に私財を投入した。中でも明

治９年（1876）の県庁誘致の業

績は、特筆されるものである。

明治25年（1892）市制施行の際、

初代市長に推されたが、翌年任

期半ばにして不帰の人となっ

た。享年67歳。前橋市名誉市民

第一号。

4４ 
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市指定史跡昭.５４３．２６

紅雲町一丁目９－１４長昌寺

五輪塔三基高さ左から２ｍ、２，４５cm、２

，３０ｃｍ 

江戸時代

ぼんＵようしＩまか

本城氏の菫Ⅲ
 

（叩孕「四ｍ）

（刑毬個Ⅶ》

ミ

ぷぜんみつしげ

本城氏の墓は､長昌寺の境内にある｡本城豊前守満茂は、出ｺｺ

国(現山形・秋田県)57万石の藩主最上氏の最高家臣で城持ちで

あった｡元和８年(1622)最上氏は､家臣団の内紛により所領を没

収された。この時、満茂は、前橋藩主酒井忠世に抱えられ、三
なおやすやゎ

千石を与えられた。「直泰夜話｣によれば、酒井家家臣|ま、彼ら
もがみしゆう

を「最上衆」と呼んでいた。現存する墓三基は、高さ2,1以上

の五輪塔で、最下部の地輪部にある銘文によると、本城豊前守

満茂の夫人、満茂の次女、満茂の養子（親茂）の墓とわかり、

寛永年間（1630年前後）に造られたことが知れる。文化８年
こうえい

（1811)、満茂の後育満主が作らせた絵図面によれば､満茂を'よ

じめ19の墓石と２体の石仏が画ｵしているが、その後、火災．災

害等により三基のみ残ったと思われる。

4ｂ 
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34.秋元氏墓地

市指定史跡昭56.4.27

総社町植野150元景寺

墓石３基

江戸時代

夢
秋元氏は、上総国秋元之荘に居住したこと

から秋元氏を名乗り、初め上杉氏(憲政)、次
かげとも

に北条氏、さらに徳Ⅱ|氏に仕えた。秋元景朝

は、総社に所領をもち、武蔵国深谷で没した

が、上野国勝山（総社町植野）に埋葬された。

後に、この地に子息秋元長朝により一寺が建

立された。これが、現在の元景寺である。墓

地南入口より、真正面に秋元景朝及びその室

人春、長朝側室戌の墓がある。景朝の墓は、

向かって左側で最も高所､東西465ｍ､南北４

５ｍの墓域内に正面を東に向けてある。室人春

の墓は、三つの墓域の中央にあり、景朝の墓

より－段低い｡また､長朝側室戌の墓は向かっ

て右側、景朝室人春の墓域よりさらに低い位

置にある。

市指定史跡昭56.4.27

総社町総社1606

墓石１２基

江戸時代

あきもとしれきだいぼち

秋元氏歴代墓地35。

１
．
 

秋元氏歴代墓地は、光巌寺東方

の宝塔山古墳の頂上にあって、南

北114ｍ、東西108ｍの方形の墓

域が形成されている。入□付近に

は､石製水盤が左右に各１基あり、

墓域内には、入□より正面にほぼ

同形の墓４基､その左右に各２基、

４基の後ろにほぼ同形の墓1基と

やや小型の墓３基が並んでいる。

各墓石正面(東面）には戒名が､裏

面（西面）には没年月日が刻まれ

ており、これを秋元氏系図に合わ

せて見ると、総社城の築城を行つ
あやとも

た長朝から明治16年に没したﾈし朝

までとすることができる。

露:義
PQC.; 
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n．更跡

市指定史跡平.８．４．５

三河町一丁目19-37正幸寺

墓石37基

江戸時代

たかすけぼち

36.百須家墓地

趨.

高須家は三河出身の武士であり、前橋藩主酒
いえがら

丼氏の家老の家柄で三千石の石高であった。高

須家は酒井氏が江戸にいることが多かったた

め、藩政を取り仕切っていた。貞享元年(1684）
そうぷぎよう

lと沼田領内の再検地を総奉行として行い、税を

軽減することになったため、「お助け縄｣と呼ば

れ感謝された。また、元禄２年（1689）に前橋

藩でも総検地を行い、藩の財政立て直しに大き

な功績があった。前橋の藩政史上、欠くことの

できない家老であった。
しようこうじ

正幸寺本堂脇の墓地に}よ、３７基の石殿型の石
いえがら

塔ｶﾖ系統的に保存されており、高須家の家柄を

表すのにふさわしいものがある。

４７ 
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市指定史跡昭.59.3.12

=之宮町886二宮赤城神社

南北約200ｍ、東西約160ｍ

鎌倉～室町時代

にのみやあかぎじんじゃしやち

37。二宮赤城神社社地

夢

二宮赤城神社の社地は、昭和58年６月に社

地全域の現況測量が行われ、周囲をめぐる濠

や士塁などの図化がなされた。これによると、

中世における社地の形態を比較的よく今日に
かんどういこう

伝えている環濠遺構で、当H寺の神社形態を知

るうえで貴重なものであることが判明した。
なそＩ）ぬん ぼんしよう

二宮赤城神社は、納曽下11面１面（県)、梵鐘、

絵馬４面、宝塔(赤城塔)、式三番里付伝授書

（以上市）等の県。市指定文化財を有し、さ

らに、社地内には、塔心礎、本殿、神楽殿等

があり、神仏混合の－形態をみることができ

る。昭和59年に、社地全域が史跡に指定され

たことにより､二宮赤城神社の歴史的環境が、

全体として保存されることになった。

4８ 
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Ⅲ、考古資料

国指定重要文化財昭.28.11.24

総社町総社2408日枝神社

蓮弁形７個、内径98ｃｍ

古墳時代（白鳳時代）

こうすけの<にさんのうはいＵとうしんちゅうねまきいし

38．上野国山王廃寺塔ﾉ､柱根巻石

更Ｉ

根巻石とは文字どおり寸柱の根元に巻かれ

た石製の装飾品ということから名付けられた

らしい。本品は、出土地、出土状態等は不明

であるが、輝石安山岩製で７個からなり、蓮

弁を形どっている。

完全なもので本品に類似するものに、奈良

の興福寺境内のものがある。山王廃寺跡のも

のは、図のように、半地下式の塔心礎の上に

立てられた心柱の基壇面に接する部分を装飾

したと推定されている。内径98cm、縁の幅３．
こま

5cmを測り、製作にあたっては､高麗尺（１尺＝

35cm）が使用されており、塔心礎と大きさも

符合する。

hI 

F-゜.．.~謹啓製

’ 
￣ 

￣『 蕊蟻ｉｉ１ｉｉ
塔の心柱を飾る根巻石と

心礎の上にのせる心柱の様子

（総社資料館展示）

bｌ 



Ⅲ．考古資料

国指定重要文化財昭.4ｑ５．２９

束京都台東区上野公園東京国立博物館

（山崎郁男）

高さ30.5ｃｍ

縄文時代

ど ぐう

39。±｜閏

〉

、

職

土偶とは、縄文時代に造られ
ひとがた

た土製の人形である。土偶'よ、

完全な形で出土する例はほとん

どなく、破損したものが多い。

故意に、頭部や手足を欠いたと

思われるものが多いことから、

これらは、疾病や災害の身代わ

りに破壊したという説もある。

しかし、本品は、発見時は破損

していたもののほぼ完存してお

り､高さ305cmを測る｡通称ハー

ト形土偶と言われるように、顔

の輪郭が、ハート形をなし、両

手、両足を大きく開いている。

胸に乳頭の表現があることから

女性像と推定され、首から下は

腹部を除いて、平行沈線文と渦

巻文によって装飾されている。

文様等の特徴から、縄文時代後

期のものも思われる。

本品は、昭和16年吾妻郡吾妻

町郷原の国道工事の際に発見さ

れたものである。

5２ 



IIL考古資料

国認定重要美術品昭ユ0.12.18

大手町＝丁目３－６前橋市中央公民館

西大室町自治会より寄託

高さ約58cm、ロ径19.2cm、底部径27ｃｍ

古墳時代

ししんつきかざりとき

40．四神付飾士器

｡Ⅳ､ 
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西大室町にある前二子古墳の

石室より明治11年に発掘された

副葬品の一つである。この土器
すえき

'よ、須恵器とよばれる灰色硬質
つっがたき

の土器で、高さ約58cmの筒形器
だい えんすいだいけい

台である。その円錐台形lこ開レコ
さやくだし’Dようえん

た脚台の上縁に､米占土を手びね

て形づくった蛇、鳥、亀とみら
ちせつさい〈もの

れる稚拙な細工物が四日してあ

る。虎は欠落しているが、いわ

ゆる四神を表現していることは

明らかである。

このことは、６世紀の初めに

すでにこの地に四神思想（古代

中国の宇宙観）が伝わっていた

ことを示すものであり、この古

墳を構築したとみられる上毛野

氏が、東国の名族という単なる

権力者ではなく、何らかの形で

朝鮮半島ともかかわりをもつ、

進歩的性格の豪族であったこと

を雄弁に物語っている。

、
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Ⅲ、考古資料

国認定重要美術品昭.11.11.28

］総社町総社2398都丸民司氏宅

１〃〃2408日枝神社

1高さ１，余、重さ約１ｔ

､古墳時代（白鳳時代）

せきせいしび

41.42.石製鴫尾

蘂l1111lXii;;;:iimiii閻:i'ｉｉｌｉｉｌｉｉｉｉ

が
報

iiMW 

露艤 ';i鶏,ｌｉｉｍＩｉ:i'1'HiIiilii1ilii!’蝋蝋,ト，,埼詣

と

！ 

,u卿…'w'#……帆－，蝋’
ｗ;MMm'wwMIMwMmMliiliimMilMlMMiMMwiMMM,/ｗｉｌＷ（ 

〉 RlhU 

田胡

‘》WWMiMmllMiiiiimMMiMlllimMlmmmimi5鰯
四

『

潟『i蕊i潔譲り急Ｂ

都丸民司氏宅

曰枝神社

鵤尾とは中国の架空の動物で、火災のときに、水を吹き雨を降ら
まじな

せる魔力を持つと言ｵつれることから、防火上の呪いとして、寺院等

の屋根の大棟にのせられるようになった。石製のものは少なく、現

存する完全な類品は鳥取県大寺廃寺と山王廃寺出土品の３点のみで

ある。これらは雌雄一対であると言われているが、曰枝神社のもの

は角閃石安山岩であるのに対して、都丸氏宅のものは輝石安山岩で

あり、石材が違う等の問題点もある。
かわら こじよう 二んどう

いずれも胴部等に瓦を差し込む孤状の亥りみを入れており、金堂等
がらん

の主要伽藍に使用されていたことをうカガがわせる。

5４ 
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市指定重雲文化財昭.39.12.22

三河町二丁目１－３前橋市立中川小学校

長さ２，６cm、幅lmlOcm、高さ73ｃｍ

古墳時代

やまこふんせっかん

43．カロウト山古墳石棺

壷

文京町二丁目14番地内にあったカロウト山古墳から出

土したものである。石材はもろい凝灰岩製で風化してか

なり痛みが激しい｡規模は､高さ２，６cm、幅lmlOcmの

長方形で､厚さは､16.8～20.5cm､高さ73cmを測る｡内面は

きれいにくり抜かれており、内法は､長さlm624cm､幅

40cmである。長側面にそれぞれ二つの縄掛突起がある。

平面箱形を呈し、側面が直立することから家形石棺の－

種とみられる。

石棺の傍らにおかれている石材は玄室の石材とみられ

る。明治16年に書かれた、「天川村沿革考｣等の記述から、

石室は切石で墳形も円墳もしくは方墳であったと推定さ

れる。横穴式石室内に家形石棺を安置するのは総社町の

宝塔山古墳。愛宕山古墳の例がよく知られており、７世

紀後半代の築造と考えられる。
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市指定重雲文化財昭.58.4.25

勝沢町719前橋市立芳賀小学校

高さ63ｃｍ

古墳時代

I式にわおどだんしぞう

埴輪 踊る男子像44。

「
］

〉

小さな帽子をかぶり、両手を

上にして踊る男子像である。体
はけ

部から台音Bまでは刷毛による整

形が施されており、足の表現は

ない。焼成は良好で、実に良く

調和のとれた姿態である。歌舞

を演じる楽人をかたちどったも

のと推定されており、当時の

人々の風習、信仰等を知る上で

貴重な資料である。出土地は五

代町中原の小古墳で、６世紀後

半頃の作と考えられる。
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市指定重要文化財昭.61.10.30

大手町二丁目１２－９前橋市立図書館

器高5.3cm、ロ径4.3cm、底径4.7cm、最大径８

ならさんさいこつほ

45・奈良三彩小壺
cｍ 

奈良時代

11 いい浮聯州,,恥ﾊﾞﾙ;)#2)い，
｢h 

｣llllUl 

l1Il･'騒
衡､．割

(ﾆｰ｡Ｌﾄ訓Tb1-訂.｣

且

! 

邇
h 

，｡戸泄iL:-［，、Ｉｆ１５島
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Ｅ 

ひのきみね

昭和56年に調査されていた上泉町桧峯遺跡の

竪穴式住居跡より出土・他の出土遺物と一括で、

昭和61年に市の重要文化財に指定された。

法量は器高5.3cm、口径４３cm等で、胎土は柔か

い淡黄白色の良質のものである。成形はロクロ水
けんちよ

挽きを用い調整痕ｶﾐ顕著にみられる。器形は口径
うわく゛すり

より底径ｶﾖｰまわり大きく安定している。釉は浅
’)よくゆう はくゆうおうかつゆう

緑色の緑釉を基調Iこ白釉、黄褐釉の三色を四日色し

ている。

この小壺は､中国の唐三彩の手法をうけついで、
かま

奈良時代Iこ畿内周辺の窯で焼成されたと思われ
ざいきしやし

る。特定階層の祭器。著侈品として用し〕られたと

言われる奈良三彩が、地方村落の－住居跡から出

土したのは本例のみである。
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国指定重要文化財昭.３．８．１７

端気町337善勝寺

高さ88cm、重さ88kg、鉄仏

鎌倉時代

てつそうあみだにょらいざそう

鉄造阿弥陀如来坐像46。

く

阿弥陀仏のおさめる西方浄土

に往生しようとする考えは、仏

教の普及とともに伝えられてい

た。平安時代後期には、仏教も

正法・像法の時代を経て、いよ

いよ末法の時代に入るという末

法思想が普及し、極楽往生を願

う考えとともに阿弥陀如来の信

仰が急速にひろまっていった。

この仏像は、そうした時代を

示すすぐれた鉄造仏である。背

面に仁治四年（1243）僧心禅の
だいかんじんよう

大勧進lこより作られたという陽
ちゅう

鋳の銘ｶﾖあり、製作の年代と経
えもんつうけん

過ｶｶﾞわかる。仏像の衣文は通肩

で安定した姿をしている。頭部

と手は青銅製である。顔は柔和

な表情をしている。

6１ 



1ｌｂ,｡,11,,,,｣,ﾛⅣ,rH1ULlILUU 

IU'､’’1,J）,t 
,,,,D1llt'1,,, 1V･彫刻

j、,面,…,2,.．QUI、亘.`…､

県指定重要文化財昭.２６．６．１９

日輪寺町412日輪寺

総高１ｍ51.5cm、像高１ｍ28.5cm、木像

平安時代

じゆういちめんかんぜおんぞう

47．十一面観世音像 lpdl 
ソ

ゼ＃」

夢
なたほり

鉈彫の観音と言われている（）

ので、頭頂より台座にいたるま
いちぽ〈

で､桂材の一木造りの像である。
こうはい

かっては、光背があり、頭上|ま
てんがい

天蓋|こおおわれ多くの崇拝を受

けてきた。

像容は台座の上に両足をそる
よ力fん

えて直立し、右手Iま与願Ep、左
せむい てんぃ

手は施無畏EUを結び、天衣は両

肩から両足の前でＵ字形に垂れ

ている。表面は顔料等装飾を加

えず、丸ノミのあとが明瞭に残

る。胸には朱と墨で素朴な胸飾

りをえがく。眉、眼の上の線も

墨書である。

平安時代後期の観音信仰の高

まりを示す本像は、観音堂の中

で民衆の苦しみを救う慈悲の相

をたたえている。
なたぽり

※鉈彫像･･･…鉈で彫ったのではない

が、のみ痕を残してい
あらぽり

る像をし〕う。荒彫像と

もいう。関東の武士団

発生の社会的背景に合

致した仏像であろうと

考えられている。
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県指定重要文化財昭.49.12.23

=之宮町886二宮赤城神社
ぷがく

舞楽面縦24cm、横19.8cm、木製

室町時代

なそりめん

48．納曽利面

〈
ぷが< あご

舞楽面であり、動眼と下顎lよ
ぶがく ががく

欠失している。舞楽とlま、雅楽

の音楽を伴奏に舞う舞のこと

で、大陸から伝わり、鎌倉時代

には神社の神事と結びついてい
な

た。この二宮赤城ﾈ申社でも「；内
そり

曽禾Uの舞」が祭礼の際、奉納さ

れていたことが推定できる。裏

面の縁には(右）「上野州勢多郡
きようとく

二宮□□キ印社」（左）「享徳二季
みずのとりりんゆうだんなしゆ

癸酉林雄一口再興且ｶﾞﾛ敬□｣朱
うるしめい

漆の銘ｶﾖあり、製作年代享徳２

年（1453）が推定できる。
さ

彫りの冴えた面で、形のとり

方、顔面の波状文様、たくまし
［ｊだ

し〕鼻のもりあげ方など無駄のな

い手法が見られる。木彫で表面

が黒漆裏面には漆下地をほどこ
かんしっ

し、麻布をはり、乾漆の技法が

施されている。
あご

「仮面をﾀﾄに出すと、上顎が、

近江国(現滋賀県)の多賀神社に
あご

あるとさオＬろ下顎Iこ逢いたく

なって､雲を呼び大雨を降らせ、

世の中が大いに荒れる」という

言い伝えがある。

可

5３ 
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市指定重要文化財昭.50.12.24

=之宮町1811慈照院

像高93cm、肩幅34cm、木像

鎌倉時代

Ｕしよういんせんじゆかんのんざぞう

49。慈照院千手観音坐像

夢

慈照院の本堂は、二宮赤城神

社境内にあった千手堂を移築、

改造したものとされている。慈

照院の本堂に安置されているこ

の千手観音像は、二宮赤城神社
ばんじぶつ

の本地仏と推定iされる。

木造で、頭頂部に化仏を備え
つうけん

てし)る。像高は93cm、通肩で、
たいく

肩力§張り堂々とした体躯であ

る。材質は、やわらかい桂材の
きんばく

ようである。仏像全{本Iこ金箔が
ほどこ はくらく

施さｵしているが剥落して木地の

見えているところが所々に見受

けられる。しかし、この金箔は、

補修の際に付けられたものらし
ニふん

〈、原形'よ木地か胡粉の上に彩

色した状態でないかと考えられ
なため

る。木地には、細かし〕鉈目が見

られ、鎌倉時代の製作と推定さ

れる。
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市指定重要文化財昭.50.1224

＝之宮町甲764無量寿寺

像高１ｍ845cm、肩幅55cm、木像

鎌倉時代

むりようじゅじじそうぼさつりゆうぞう

50．無二寿寺地蔵菩薩立像

く

咄川鷺勵配彌囚：腓埴ｌ４－１ｉ侭砺蠅朧轆辨”蝿辨櫻螂樫騨錘歸噸淑艸繩錘輸岬麺辮癖裡岬州螂州孵噸樒繩翻魍趣繊瞬櫻臓峰闘園暉醐脚幽咽剛蠅剛嚇剛剛關噸劉柳

|ｉ 

ＩＩｌ 
鎌倉時代になると衆生済度の

地蔵菩薩を信仰することは、多

く人々の願いとなった。無量寿

寺の地蔵菩薩は、その頃の造立

と考えられる。
しゃくＵよう

この地蔵像|土、右手に錫杖
ほうじゆ つうけんえもん

左手|こ宝珠を持ち、通肩の衣文
ぼんぱ

が平行線を基調Iこしながら翻波
しき

式へ自然'二移行し、みごとな美
たいく

しさで整えらｵしている。体躯'よ

堂々として雄大な重堂感があ

り、鎌倉時代の特徴を良く表現

している。
よせざづく

寄木造りで、前面。背後。両
たいないめい

脇からなるが、胎内銘(よ存在し
こうＩ王

なし〕･頭部は後補と推定される。

この仏像は、十一面観音立像

とともに江戸時代初期に、無量

寿寺創建に際して招来されたも

のと考えられる。
よせざづく

※寄木造り…･･･仏像の頭部と胴部等

をそれぞれ別の木で

つくり、内部をくり
は

ぬし)たあとで、矧ぎ

合わせてつくる方

法。

ｉＭｉ 
Ｈ 

Ｉｉ 
伊

識鐵 罫i1VWfii

－
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市指定重要文化財昭.50.12.24

二之宮町甲764無量寿寺

像高71.5cm、肩幅13.5cm、木像

平安時代

むりようじゆじじゆういちめんかんのんりゆうそう

解二三三ユニーレ＿F召目『窪曰＝÷ﾃﾞｲ占昌
５１無量寿寺十 面観音立像

> 

いちぽく

この仏像'よ、一木造りの観音
ずし

像で、厨子|こ納められ、台座の

上に直立している。

顔は長さと幅が等しい円形
まゆ

で、眉から鼻にかけての線|よ

くっきりとし、目は細く□は比

較的小さい。ほほにわずかにの

み痕が見られる｡肩はなで肩で、
えもん

腹ｶﾖわずかに張っている。衣文
きんばく

には金箔力iみられ、平安時代末

期の作と考えられている。無量
ごこぐ

寿寺の創建Iこ際して､護国寺(江

戸新義真言宗豊山派大本山）か

ら移されたものといわれてい

る。

ひきしまった顔から、正統派
ぶつし

の仏師の作と恩ｵつれ、関東地方

の美術。文化史上、貴重なもの

と考えられる。

6６ 
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市指定重要文化財昭.60.3.27

後閑町383-1円満寺

総高52cm、像高48cm、木像

鎌倉時代

えんまんＵやくしにょらし】ざぞう

円満寺薬目､如来坐像■
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AllUh AllUh 齪鑪医王山円融院円満寺は天台宗

の寺で、中世豪族新田氏の氏寺

長楽寺の末寺として鎌倉時代の

草創を伝えている。
ひのきよせざづく

弓手の本尊は桧の寄木造りで、
えんこうはぃ らはっ

円光背をもち、ボ田やかな螺髪と
につけい つうけんのうえ

肉髻が亥りまｵL、通肩の納衣は胸
いしゅう

を広くあけ、しなやかな衣雛Iま

平行線を基調としながらも実に
せむいいん

写実的である。右手は施無畏Ｅｐ
へだた

を結び、世俗と仏身との隔りを

なくす慈悲深さを示し、左手に
やつこ

は/｣、型の薬壺を持つ。鎌倉時代

の造立と推定される。
けっかふざぞう れんに<

結BiⅡ跣座|象でみごとな蓮肉。
れんぺんだいざ

蓮弁の台座で受けらオしてし】る
しきなす こうほ

が、敷茄子からＦ１ま、近世後補

のものと思われる。

'''1１ 
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flhl 

1ｍ 
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凪角艤暹向弥陀二轤皿鑿露職Aim郡

｢〉

やくし

円満寺の境内地の北境だったと恩わｵしる地に､｢お薬師

さま」と呼ばれ親しまれる三石三尊坐像の石仏のお堂が

ある。
かくせんせき はんにくぼようこく

角閃石安'11岩を用いた半肉彫りの陽亥Ｉで、鎌倉時代後

期の造りと見られ、県内でも数少ない石仏である。
ちゅうそんほうじゆけい ふながたＤよう

７T仏は三体で中尊'よ宝珠形に近い丸味の強い舟形状
こうはいらぎようけつかざが

の光背に、’二半身裸形。結助Ⅱ座臥の阿弥陀如来である。
いんそうじようぼん わきＵ

印相は、上品と,恩ｵつれるが定かではない。脇侍二体は中
いんそう かんのんぼさつ

尊より/｣、型で、印相から見て、向って右が観音菩薩、左
せいしぼさつ

が勢至菩薩であると考えらｵLろ。薬師様として信仰され

ているが、薬師三尊でなく阿弥陀三尊と考えられる。三

尊が、石仏三体として信仰されている例は少ない。

6８ 
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市指定重要文化財昭.６３．８．３

総社町植野150元景寺

総高69.5cm、像高38.5cm、石仏

室町時代

せきそうじそうぼさつざぞう

54。石造地蔵菩薩坐像

''１１鮴｡i$'”
1『-

1JL' Ⅲ■ 

艸
乱
利

・
Ｉ
唖
１
㎡

鍛蝋恥，
黙
知
日
ｊ
Ｉ

く

元景寺の本堂に向って左側に
はがいどんげんほこら

｡]階権現の祠がある。その右手

の石仏群の上部に、石造地蔵菩

薩坐像が安置されている。
ふながた

この石仏'よ、安山岩製の舟形
ぞうれんげざかえりばなに

像で､蓮華座と反花を亥りんだ二
いゆうざ ほうじゆ

重座の上|こ、左手|こ宝珠、右手
しゃくＵよう たいく

|こ錫杖を持ち､ふくよかな体躯

をしている。おおらかな構図と
ていねい

丁寧な仕上げｶﾖ特徴といえよ

う。
ぼんＵ

上音Bには地蔵菩薩を表す梵字
しゆじ

「力」の種子力§刻まれている。
おうえい ぬい

左に応永28年（1421）の銘ｶﾖあ

り、銘文のあるものとしては市

内で二番目に古いものである。

同時代と推定される石仏には比

較的銘文のないものが見られる

が、本像はそうした石仏群の中

で紀年銘がある仏像として研究

の基準になりうると考えられ

る。

6９ 
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市指定重要文化財平２．４１０

小島田町504下田敬治

総高62.5cm、像高375ｃｍ石仏

室町時代

こじまたあみだＩこよらいざぞう

55.小島田の阿弥陀如来坐像

〉

坐像のある地元では薬師と呼
ぞうようしゅいんあ

んでいるが、像容と手Eﾛｶｺら阿
みだにょらい

弥陀女ﾛ来と半Ｉ断される。
そうあんざんがん

この像'よ安山岩で造られ、一

枚の布を身につける際、両方の
つうけん

肩Iと布をかけるいわゆる通肩
はんにくぼ

で、半肉彫り1とされていて、頭
いくぴじようひざは

音Bは猪首状をしている。膝張り

は小さく、衣の前が下がってい
れんざれんべんせんこく

て、箱型の蓮座に蓮弁が線亥Ｉさ

れている。
こうはいはいめん

像の光背背面Iこ彫られたﾎﾟ己年

銘に、延徳５年(1493）とある。
あみだにょらいねんぶつ

来-世を阿弥陀女p来Iと託す念仏
こう

講ｶﾖ普及してし｡たことを示す遺

品である。

（銘文）

十延十念敬
月徳
廿五人佛白
三年
日丑葵修逆

7Ｃ 
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市指定重要文化財平.３．４１２

、鳥羽町813鳥羽町東部公民館

、大日如来高さ71cm、幅545ｃｍ

：笠塔婆高さ81.5cm、幅44.5ｃｍ

鎌倉時代

とりばだいにちによらいおよかさとうば

烏｡］の大曰如来及び笠塔婆に

〔叩一晤叩叩）

得‐』可、》

這

l大日如来座像】

舟形光背とともに－石で半肉彫りに彫り出されている大
ちけんいん

日女ﾛ来坐像である。宝冠を付け、智拳印を結ぶ姿が表現さ

れている。やや幅広の顔を持つ。鎌倉時代中期のものと推

定されている。

石仏は大衆的な信仰の対象として広く民衆に親しまれて

きたが、この時代の遺品は非常に少なく、これはその内の

貴重な一体である。

【笠塔婆】
かくせんせきあんざんがん

笠音K分は欠損し、角閃石安山岩からなるほぞのない塔身

部のみが残る。
やげんぼ

正面の光背を形どった薬研彫りの枠の中Iこ阿弥陀三尊坐
〈ほんりょういん

像が彫り出されている。中尊は九品の定印を結ぶ阿弥陀女ｐ
みかいかれんげこうまいん

来坐像、右脇侍は左手に末開花蓮華を持ち、右手は降摩Eロ

になっている観音菩薩坐像、左脇侍は両手を合掌する勢至

菩薩坐像である。鎌倉時代後期のものと推定されている。

７１ 
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市指定重専文化財平.10.4.10

田ロ町309-2柳沢明

総高４８０ｍ、像高300ｍ石仏

室町時代

せきそうかんのんぼさつざぞう

57。石造観音菩薩坐像

蝿

i1mi鰯

彰

この石仏は、一石の安山岩よ
’よんにくぼかんのんぼさつ

り造られた半肉彫りの観音菩薩
ざぞう

坐像で、観音山古墳の墳頂|乙安
れんげ

置されている。像'よ二重の蓮華
ざふながたこうはい

座|こ坐し、背Iこ舟形の光背（光

明を表す装飾）を負っている。

像の両脇には紀年銘が刻まれ、

応永20年（1413年）に造られた
こうはい

ことカヨ分かる。まだ光背には５
しゅし ぼんじ

つの種子（仏を表す梵字）カヨ彫

り込まれている。

像の鼻や目には一部欠損が認

められるものの、全体に保存が

よく、年号もあることから石仏

研究の基準となるものである。
かんのんぼさつやくしにょらい

また、観音菩薩は薬:m如来と共
げんせりやく

に、舌し世における現世利益（神

仏より現-世において受ける利

益）を求める信仰の対、象となっ

たことから、当時の民衆信仰の

様子を知る上でも貴重である。

７つ
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県指定重要文化財昭.38.9.27

元総社町2377総社神社

三間社流造

江戸時代

鰯

Hl 

rもＩ

こうすけそうＵゃじんじゃほんでん

58.上野総社神社本殿 蝿Ⅲ

蕊

Ｄんじゃ まつ そう

平安時代に上野国のﾈ印社549社を集めて祀ったのが総
じゃじんじゃ えいろく

社ﾈ申社である。その後永禄年間（1560年頃）に兵火を受
せんぐう

け、西北１kmの位置から現在地に遷宮されたとの社伝が

ある。
ぼんでん けたゆき はりま

本殿'よ高さ90cmの基壇上に建ち、桁行三間、梁間二間
しゆおくけたゆきはりまこうはい

の主屋に、桁行二間にｵつたって梁間一間の向拝が、つな
こうりょう こげらぷきさんげんしやながれづくり

ぎ虹梁でつながれている木造柿葺の三問社流造であ
はり かえるまたくみもの

る。この本殿'よ、唐様を基礎とした張の強い蟇股､組物、
へいづか えぴこうりょう

大幣束、イ申びのある海老虹梁など1こ、優美な桃山風の特

色をよく示している。

昭和59～61年に保存修理工事を実施し、華麗な創建当

時の姿となった。
こけらぷき

※柿葺･…･･屋根茸の一種。ヒノキ、サワラ、スギなどの柾目の

割板（厚さ約３mm）を重ねて葺く。この板を柿とい

う。

7５ 
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県指定重要文化財昭5310.13

小屋原町1120-5共愛学園

木造２階建、延床面積150,ｺ

明治時代

蕊
…
、

この建物は、キリスト教の伝

道団体であるアメリカン。ボー

ド（米国伝道会社）の宣教師の

住宅として、明治25年（1892）

に建築された。当初は東西二つ

の西洋館があったが、現在残っ

ているのは東館で、現存する県

内唯一の洋風住宅建造物であ

る。

建物はレンガを基礎にした木

造２階建、バンガロー形式の洋
さんがわらぶき

風建築である。屋根Iま桟瓦葺

で、小屋組には洋風建築の特色
ほおづえ

である頬杖（屋根を支えるため

の斜めの材）を用いている。内

壁は柱の見えない大壁造りで、

外壁は板張りであり、かつて朱

色に塗られていた。窓は高く、

椅子での生活に適した上下開閉

式窓で、問取は廊下の両側に、

暖炉のある部屋が並ぶ中廊下式

となっている。

昭和57年に保存修理工事を

行い、平成10年度～12年度にか

けて、小屋原町の共愛学園地内

に移転工事を行った。
さんがわら

※桟瓦･･･…本瓦葺の丸瓦と平瓦と

が１枚に連続した形の

波型の瓦｡現代住宅など

の瓦はこれである。

７６ 

影
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県指定重要文化財昭.56.7．１０

敷島町262敷島公園ばら園

木造平屋建、延床面積275m。

明治時代

Ｊ
釣

きゅう亡hししけんＵようＵtとうまえＩifししさんし吉ねルカW

lH餅試liii驍繍(前橋市蚕綿舗）Ⅲ
 

（”Ⅱ叩ⅡＭ）

（叩』、叩》

孔閖

r諺】

霞■

この建物は、明治45年に落成した国立原蚕種製造所前

橋支所事務棟を、敷島公園ばら園内に移築したものであ

る。

建物の特徴としては、木造大壁造り、横箱目地板張り、
からくさ

エンタシスイ犬の玄関の角柱、レンガ積みの基礎、唐草風

の床下換気ロ、上下開閉式の窓、出入口のドアの低い取
ひらいしん

手､避雷針の設置、シャンデリアを下げた天井の飾り(通

気孔をかねる）などがあげられる。建物は、明治期の代

表的な洋風木造平屋の建造物であり、製糸業とともに歩

んできた前橋の近代史を知るのに貴重な文化財である。

なお、館内は４部屋からなり、現在養蚕。製糸に関す

る用具。器械などが展示してあり一般公開されている。

/／ 



Ｖ・建造物…，

県指定重要文化財昭.６１．３．７

大手町三丁目１５

本館木造２階建、入母屋造、茶室木造平

屋建

明治時代

鴬
りんこうかくぼんかんちやしっ 鮓劉

61.臨江闇本館。茶室
ム

､渉

松林を背にして利根川の流れを臨む高台に臨江閣本館
かとりもとひこ

が建つ。この建物は、前橋下行に貢献した揖取素彦県令や

前橋市街の有志等の協力と募金により、明治17年に群馬

県や前橋の迎賓館として完成した。創建当時の棟札をみ

ると、臨江閣本館は90坪、付属家屋は16坪であることが

分かる。建物は、和風木造建築の中の数寄屋風建築に含

まれる。

茶室は、本館工事より２か月遅れて、明治17年11月に

完成した。大工は、京都の宮大工今井源兵衛である。規

模は21坪で、茶席は京間４畳半、本勝手、下座に床の間

を持つ形式で、わびに徹した草庵茶室である。

これらの建物は、老朽化のため昭和62年度から全面的

な保存修理工事が行われている。

7８ 
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県指定重要文化財平６３．２５

下大屋町569産泰神社

江戸時代（建造物）

さんたいじんＵやほんでんへいてんはいでんしんもんよんとう

62‘産泰神社本殿幣殿拝殿神門四棟
およけいだいち

及び境内地

蔀

蝋 ,1【

.,0,Hili1lMl 
Ib 

111Ｍ 

糊
P｡『

rｒＴ 

鐸イ

:i､傭』`：
脚

鞠娘門”

;蝋

＃
酌

霞

Ⅱ 

ざんたいじんじゃ まっ この

産泰神社は、巨岩をTBろ自然信仰に始まり、その後、木
はなさ<やひめのみこと あらとさんたい

花佐久夜毘売命を祭ﾈ申としている。「荒砥の産泰さま」と呼
まえばし

ばれ、安産守護のﾈ申として広く信仰をあつめてきた。前橋
はんしゅさかいし

藩主酒井氏の尊崇力:厚かったことから、本殿などの主要な

建造物は、前橋城を守護して西向きに建てられたという。
ぼんでんへいでんはいでんしんもん

本殿、幣殿、拝殿、神門はいずれも江戸後期の建立にな
てんじようえ

るが、建物を飾る各種の彫亥Ｉや天井絵は、時代の特徴をよ

く表している。４棟の建物は、本県の神社建築における建

築様式の指標となる建造物として重要である。平成７～９

年に、屋根を中心に保存修理工事が行われた。

7９ 
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市指定重要文化財昭.６１．６．６

大手町三丁目１５

別館木造２階建、渡廊下幅1.83ｍ、長さ

18.41ｍ 

明治時代

りんこうかくくつかんわたりろう力、

63．臨江閨別館・渡廊下

沙

臨江閣別館は、明治43年、前橋市で開かれた一府十四
きひんかん

県連合共進会の「貴賓食官」として建てられた。木造２階

建、入母屋造、玄関車寄付、桟瓦葺の書院風建築である。
特徴としては、１階に西洋室（板床大広間）を含み、２

おぞ

階には、180畳敷の大広間がある。建築には、市内の/｣、曽
ねじんばち

根甚八ｶﾖあたり、安中杉並木の巨木30本が使われている。
棟札には、明治42年９月着手、同43年８月竣工と記され

ている。渡廊下は、明治43年７月着手し、本館の一部改

修として施工されたものである。閉会後は市に引き渡さ

れ、大公会堂として利用された。

戦後は、市役所庁舎、中央公民館として昭和56年度ま

で使われ、現在も本館。茶室とともに社会教育施設とし
て市民に利用されている。

8０ 



､建造物Ｖ 

市指定重要文化財昭.39.12.22

小相木町９１大徳寺

高さ約６ｍ、本柱心々間約3.6ｍ

江戸時代

だしｌとくＵそうもん

64.大徳寺総P目

麺

ぷき さたん

総門は東を向き、トタン葺単層の四脚門で、低し〕基壇

の上に建っている。本柱１本と控柱２本の計３本を各南
かしらぬき じくこうか

と北とに設置し、それぞｵLに頭貫をｵったして軸部を構架
でみつど

している。各控柱の上音B四か所には出三ツ斗を組み、そ
がんざよう

れぞｵL表と裏の丸桁を支えるとともに、本柱上部からの
えぴこうりょう

海老虹梁を支えている。本性lよさらに上に延びて、柱頭
みつど

の三ツ斗組でｲﾋ粧棟を受けている。この柱頭から海老虹

梁がでている。
かえるまた

化粧棟および各丸桁と頭貫との間に'よ蟇股がある。屋

根裏はすべて化粧屋根裏で、全体的に均整のとれた美し

い門である。
とうI）よう

江戸時代中期、正徳２年（1712）の建立であり、棟梁

は後家（現後家町）の田村八兵衛との伝承がある。

８１ 



V・建造物

市指定重要文化財昭.50.12.24

総社町総社1607光巌寺

高さ4.9ｍ、本柱心々間３ｍ

江戸時代

こうがんＵやくいもん

65.光嚴寺薬医P目

瀞
咄
鯛
》

麺
しＬｑＳ

霧

> 

やくいもん

薬医P目は、『門話集」（室町時
たくみみよう

代の書物）匠明lと「裏ﾄﾞﾖ也」と
むなもん

言己され、棟ドヨの簡素な形である

とされている。
きりづま

切妻破風造りの屋根を持つも
おうつ

のとされ、本柱と控柱の上lこ男
ばりめうつばり

梁｡女梁を渡し、３：７の位置
いたかえるまた むなぎ

に板蟇股を置き､それ力§棟木を
ますひじざがんぎよう

支え、斗のi寸木で丸桁を支えた
みよう

重量西己分の妙を見せた構造と
むね

なっている。すなわち棟力f本柱

より後方へずれた形を示し、一

般にこの特徴を薬医門であるこ

との判断としている。

古建築の様式美を備えた簡素
いたかえるまた みつ

な「弓であり、板蟇股にのみ三
どもえござんきりたおもだかけんかた

巴。五三の桐。立ち沢潟・魚U片
ぱみｔ)ん

喰の紋力§彫られている。特に、

三巴は尾長巴として近世初期の

特色を示している。また、本柱
Ｄぬきほぞあな

の下部には地貫の1;内穴が残って

いる。

8２ 
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市指定重要文化財昭.60.3.27

西大室町2510大室公園内
も〈ぞうかやぶき

木造茅葺２階建延面積217m②

江戸時代

きゅうせ吉ねけじゅうたく

66.｜曰関根家住宅

壜

、】惣

： 
｜’Ⅳ…桶

R▽Ｕｑｆ 

､占俘戸晤

.．．‐警
喜

蟻

J」

､b尺

灘Ｐ 

かやぶさ

関根１１項次氏が所有していた木造茅葺赤城型の民家で、赤城南麓の

中規,模養蚕農家を代表する建物である。
たのＵ かみて しもて

平面は不整形田字型で、表側の音【屋は上手がコザ、下手がオモテ

ザシキと称する八畳間である。コザの要は六畳のヘヤで寝室として

使われ、浅いトコとオシイレがある。下手は中央土間寄りにイロリ

を設け、居間として使用されていた。裏側上手寄りにトダナを造り

付け、上段上手に仏壇を作っていた。オモテザシキの下手にアガリ

ハナを備え、ダイドコと称する土間に続き、ダイドコの下手表側に

ウマヤを設け、ウマヤの上はウマヤニケエという穀物置場にしてい
さす し

た。ニケエは主に養蚕に利１１Jされた。尚、構造は奴首構造とし、四
ほうげや

方下屋造りであり、’'１昌四間に及ぶ開口部が屋根南面にある。

8３ 



V･建造物
② 

市指定重要文化財平.５．４．１６

元総社町2377総社神社

入母屋造

江戸時代

そうＵゃじんじゃはいでん

67。総社神社拝殿

夢

拝殿は、文化12年から天保14年（1843）にかけて造ら
いりもやづくり ちどりはふ どうぼん蕊き

れて入母屋造の建物で、屋根Iま千鳥破風の付いた銅板葺
こうらんざぽし

lこなっており、南側を向いて建っている。勾欄の擬宝珠

には、天保３年９月吉日の銘が刻まれている。
こうはいえぴこう

関東地方の近１世社寺建築の例に漏れず、向拝の海老虹
りょうたぱさみ こうはい

梁、手挟などを彫刻化し、向拝の柱、壁面力§彫刻で装飾
さんからどうかしぽ

されている。特Iこ正面桟唐戸の浮彫り、唄Ｉ壁面の詩歌の
のみぽ

鑿彫りなどは装飾|生が高く、彫亥Ｉの少ない本殿の装飾を

補うために意図されたものである。
わきしょうじすかしぽ

また､脇障子の透彫りなどIま写実的で､当H寺の大工(元

総社の宮人工関谷出雲守)､彫刻師(熊谷の長谷川源四郎）

の技術の高さを物語っている。

この建物は地方工匠の雄作で、彫刻にすぐれ、江戸時

代後期の特徴をよく表している。

8４ 
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霧市指定重要文化財昭39.12.22

公田町421乗明院

高さ２ｍ19ｃｍ

南北朝時代

はいかくどうＵほうとう

廃覚動寺宝塔■
 

（叩晒澆”叩）

（Ⅲ属、叩）

蕊■

几lJ1可〕

この宝塔は、永和４年（1378）
ぬい いんこ〈

の銘が基台に陰刻さｵL、その上に
かえりぱなざ

反花座力s作り出され､さらに上の
とうしんたいぞうかいしぶつ やげん

塔身にはn台蔵界四仏が各面に薬研
ぽり ちゅうだ（'

彫され、上に中台が乗る。これ'よ
ぼうきよういんとうもこし

宝筐Ｅﾛ塔の裳越にあたる部位に
まんじゅうがたしゆぷ

あたり、上音Bは饅頭型と首部から
おくがい おくがい

なり、上に屋蓋が続き、屋蓋上音Ｂ
ろばんふせばちかえりぱな

(こ'よ露盤。伏鉢。反花と続く。そ
うけぱな〈りん

の上は、言冑花と九輪の中程迄が現
たほうとうｌまうきよういんとう

存する｡多宝塔と宝筐Ep塔の中間

形式の異型宝塔である。上州にお

ける仏教の多様性を考えさせるも

のであり、基礎には大勧進外100名

余の法名が刻まれ、特に時衆聖な

どの用いた阿号が多い。

※宝塔……多宝塔とともに｢法華経」

の所説に基づいて建立さ

れた、

8５ 



Ｖ･建造物

市指定重要文化財昭45.2.10

問屋町二丁目３－４稲荷神社

高さ１ｍ12cm、幅37ｃｍ

平安～鎌倉時代

かきやくしとうば

笠薬師塔婆■
 

（叩叩】Ⅷ）

（岬揖、Ⅲ）
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〆毎、

県内最古の様式をもつ笠塔婆

である。笠石の屋根は寄棟本瓦

葺を模し、重層表現の方形の線
とうしん

刻があり古様である。塔身|こは
Ｉこじゆうかえんこうはい うすに〈

四面1と二重火炎光背の中|こ薄肉
らぎょうざぞう鱒いざ

で裸形坐像と台座力i平面簿肉彫
ぞうよう

りで表現されている。像様'よ南
しやか やくし みろ〈

方釈迦、東方薬自而、北方弥勒、
みだけんきょうしぶつ

西方弥陀の顕教四仏を表す。

裸形で丸顔の四方仏、笠石の

表現などから、平安時代末期か
ぞうりゆう

ら鎌倉時代初期(こ造立された

ものと考えられる。

現在は、問屋町の丁間稲荷神

社にあるが､北方約300ｍの位置

から移設されたものである。

雨

蝋中円目甸Ｗ

｢ 

、

蕊

岬
剛
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棚
Ｍ
叩

！
「
！
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市指定重要文化財昭48.9.24

小島田町大門跡530

高さ１ｍ29cm､上幅56cm､下幅１ｍ､厚さ約５０

ｃｍ 

鎌倉時代

こじまたくようひ

70．小島田の供養而卑

,jﾎﾟ灘蝋ｍｊＩ
ｕ､,岑轟､筋I雪rl望一･･･'

Ｐ
Ｌ
 

この石造物は、阿弥陀如来を
めい

表現したもので'よ県内最古の銘

をもつ。
しようざごま

形状は台形~で、表面に将棋駒
がた

形の彫り込み力§あり、さらに中
ふながたこうはいだいざ

央上音【に舟形光背と台座が４５
あみだ

c、×27cmで彫り込まれ、阿弥陀
によら↓hざぞう

如来坐像が亥Uまれている。右に
かんのんぼさつしゆじせいし

観音菩薩の種子｢サ｣、左Iご勢至
ぼさつしゆじ

菩薩の種子「サク」力§刻まれて
にんＵ

いる。その下部にIま仁治元年
たちばなのきよしげ

（1240）に橘清重力§、亡き子
ごくらくおうじよう むねめいぷん

息の極楽往生を願う旨の銘文

がある。
ちんご

仏教力s、鎮護国家から阿弥陀
さし、ど

信仰Iこより民衆済度に移行した

ことがうかがえる県内初期の遺

物であり、板碑の祖形とされて

いる。

8７ 
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市指定菫雲文化財昭.4８．９．２４
あみださんぞんがそういたび

阿弥陀三尊画像板碑
公田町421乗明院

高さ１ｍ67ｃｍ

鎌倉時代

、

知
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ

－，〃〃勵幽

ｌ
１
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,I.､州灘
札

Ｕ 

板碑は､哉縄を頭部にあらわ
した板塔婆を原形とし、鎌倉時代

ついぜん

の中期から桃山時代の問|こ、追善

供養のためにつくられた。

この板碑は襟潴片岩製の完全
な形のものでその表面には、阿弥

陀三尊の来迎画像が流麗な線に
いんこく

よって陰刻され、弘安３年(1280）

の銘が確認されている。

緑泥片岩の板碑は前橋市域に

も､現在約160件余が確認されてい

るが、その多くは雌羊(灘羊に
れんげざ

よって表現した仏）を蓮華座上|こ

のせたものが圧倒的に多く、本例

のように仏画を刻んだものは市内

ではきわめて珍らしい。

８８ 

霧
轤
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一市指定重要文化財昭48.9.24

総社町総社1607光巌寺

高さ４ｍ17ｃｍ

室町時代

とうかくじそうとう

72.束覚寺層塔

蕊

そうDん おくがぃ

この塔は、ホ月輪､七層の屋蓋、
とうしんきだぃ

塔身そして二段の基台ｶﾕらなっ
なむ

ており、塔身の正面に|ま「南無
あみだぶつ

阿弥陀仏」と言己されている。ま
こうざ

た、基台正面の中央区1こは格狭
ま あなこうろ

問の形をした子Lと香炉、左右の
けぴよう

両区には花瓶力R彫ってある。更

にその両面の各区にそれぞれ－

体ずつ、併せて六体の観音像が
きざ

亥Ｉまれている。これらの亥Ｉ法は、
かえりぱなざ

基台上端の反花座と共Iと、室町

時代の特色を示している。

なお、東覚寺は暦応元年

(1338)銘の梵鐘（長野県南佐久

郡臼田町上官寺蔵）にも「上野

国群馬郡高井郷東覚寺推鐘」と
とうこし

亥Ｉまれた寺で､高井町塔のI要(塔

残し）付近にあったとされ、戦

国時代に焼失したとされてい

る。焼け残った塔はその後、光

巌寺に寄進された。

8９ 
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市指定重要文化財昭50.12.24

天川大島町290-5

供養塔高さ３ｍ91cm､道しるべ高さ70cm、

幅38ｃｍ

江戸時代

海：

蕊ｉ

ｆ： 
まえ'itしはんけいＵようあとくようとう みち

前繍鵬､i艤塔ならび|Ｅ道しるべⅢ
 

（叩》『抑〕

『”〃〃”〃

騨
癩
』

■夢

てんぽう

升Ｉ場跡供養塔は、天保12年（1841）町人６８

名の世話人により、刑死者の霊をとむらうた

めに建てられた。塔は巨大なもので切石積の
だいざれんげざ

壇上に台座、蓮華座の上に２rnl7cmの塔身を

乗せている。

天保期の凶作は生活全体に影響し社会不安
なむ

も深刻であった。供養塔の塔身正面Iこ「南無
みようほうれんげきょうだいもく

妙法蓮華経｣と力強く刻まれた題目はH寺代を

超えた民衆の心を感じさせる。

道しるべはほぼ楕円形の安山岩でできてお
なむあみだぷつ

り、正面中央に｢南無阿弥陀仏｣、その右ｲﾛﾘに
ほうれき い

「宝暦五歳」（1755)、左側に「亥十月吉曰」
づまみち

中央下「右江戸みち、左あ徒満道」とある。
づま

あ徒満道とIま、東山道の名残りとも推定され

ている。
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